
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る

「
世
代
生
産
性
」

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
—
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

冗
明

概
念
の
射
程

晩
年
の
一
九
三

0
年
代
の
約
七
年
間
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
相
互
主
観
性
の
問
題
系
の
枠
内
で
「
世
代
生
産
性

(Generativitat)
」
に
つ

い
て
の
様
ざ
ま
な
考
察
を
試
み
て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
ら
は
散
発
的
、
断
片
的
な
記
述
に
留
ま
り
体
系
的
、
表
明
的
に
論
じ
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
世
代
性
の
特
殊
テ
ー
マ
の
一
っ
と
さ
れ
る
誕
生
と
死
が
、
自
己
反
省
的
経
験
の
外
部
地
平
に
あ
り
な
が
ら

世
界
構
成
的
に
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
（
ろ
T
.
1
6
9
f
f
)
H
、
こ
れ
ら
の
事
象
が
超
越
論
的
現
象
学
の
新
た
な
次
元
を

切
り
拓
く
可
能
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
で
は
な
ぜ
、
こ
の
次
元
が
現
象
学
の
発
展
に
と
っ
て
必
然
的
に
問
題
と
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
の
か
。

そ
れ
は
端
的
に
言
っ
て
、
専
ら
一
人
称
的
な
現
出
（
立
ち
現
れ
）
の
場
に
踏
み
留
ま
る
従
来
の
自
我
論
的
反
省
の
内
部
で
は
静
態
的
・

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

発
生
的
考
察
方
法
の
区
別
を
問
わ
ず
、
エ
ゴ
の
経
験
を
遥
か
に
超
え
る
共
同
体
の
歴
史
や
そ
の
統
一
と
し
て
の
伝
統
、
さ
ら
に
は
文
化
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
っ
た
現
象
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
帰
結
は
決
定
的
で
あ
り
、
ど
ん
な
に
強
調
し
て
も
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な

い
。
フ
ッ
サ
ー
ル
が
こ
の
時
期
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
解
釈
学
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
解
釈
学
的
現
象
学
を
通
し
て
世
代
性
の
テ
ー
マ
ヘ
の
接
近
を

求
め
ら
れ
た
こ
と
も
、
現
象
学
的
方
法
の
何
ら
か
の
変
革
に
与
っ
て
お
り
、
し
か
し
彼
は
こ
れ
を
あ
く
ま
で
自
身
の
新
た
な
「
超
越
論

淳



フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

的
」
現
象
学
の
推
進
と
い
う
方
向
で
捉
え
、
果
敢
に
思
惟
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
際
、
こ
の
世
代
性
の
次

元
を
問
題
化
す
る
た
め
の
里
程
標
と
な
る
の
が
、
高
弟
の
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ィ
ン
ク
と
の
共
同
企
画
で
あ
る
超
越
論
的
方
法
論
の
理
念
の
更

新
、
す
な
わ
ち
自
我
論
的
反
省
を
旨
と
す
る
「
遡
及
的

(regressiv)
」
現
象
学
に
対
し
て
提
唱
さ
れ
た
、
世
代
性
の
現
象
を
そ
の
一
っ

と
し
て
扱
う
「
構
築
的

(konstruktiく
）
」
現
象
学
の
方
法
で
あ
り
、
周
知
の
よ
う
に
こ
の
方
法
は
後
に
メ
ル
ロ

11

ポ
ン
テ
ィ
が
『
知
覚

の
現
象
学
』
の
序
文
に
お
い
て
、
開
か
れ
た
現
象
学
の
未
完
結
の
運
動
と
し
て
積
極
的
に
評
価
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
(
2
)
。

第
二
の
理
由
は
、
「
相
互
主
観
性
」
が
世
代
性
と
の
関
連
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
他
者
構
成
の
中
核
に
据
え
ら
れ
た
あ
の

感
情
移
入
の
理
論
で
は
、
遡
及
的
方
法
の
枠
内
に
留
ま
る
限
り
精
々
共
時
的
な
共
同
体
の
あ
り
方
し
か
説
明
さ
れ
え
ず
、
む
し
ろ
フ
ッ

サ
ー
ル
が
中
期
か
ら
晩
年
に
か
け
て
練
り
あ
げ
て
い
く
高
次
の
社
会
的
統
一
体

(11
伝
達
共
同
体
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
カ
チ
オ
を
構
成
す
る
よ

う
な
言
語
の
考
察
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
言
語
こ
そ
が
後
代
に
よ
る
文
字
言
語
の
取
り
あ
げ
直
し
や

「
物
語
」
（
ろ
T
.
1
4
5
)

と
い
っ
た
仕
方
で
真
の
意
味
で
諸
世
代
を
架
橋
す
る
こ
と
が
で
き
、
共
同
体
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
包
摂
す
る
よ
う

な
全
き
「
世
代
的
な
相
互
主
観
性
」
（
ろ
T
.
1
9
9
)

を
可
能
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
『
論
理
学
研
究
』
（
以
下
『
論
研
』
と
略

記
）
第
一
研
究
に
代
表
さ
れ
る
前
期
の
独
我
論
的
な
言
語
観
に
対
し
て
、
後
に
言
語
の
本
来
的
な
相
互
主
観
的
性
格
を
力
説
し
、
自
分
が

こ
れ
ま
で
こ
の
次
元
を
ほ
と
ん
ど
顧
慮
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
的
に
述
懐
し
て
い
る
（
ろ
臼
．
は
9
)

。
果
た
し
て
言
語
は
他
者
問

題
、
つ
ま
り
相
互
主
観
性
の
問
題
に
ど
う
関
わ
る
の
か
。
こ
の
問
い
と
、
な
ぜ
世
代
性
の
次
元
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
か
と
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
先
述
の
問
い
と
は
実
は
密
接
に
絡
み
合
っ
て
相
互
に
内
属
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
の
課
題
は
、
こ
の
言
語
と
い
う
現
象
を
切
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

口
と
し
て
世
代
性
の
問
題
を
採
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
如
何
に
し
て
超
越
論
的
現
象
学
の
新
た
な
局
面
が
開
か
れ
て
く
る
の
か
、
そ
の

見
通
し
を
立
て
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
も
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
っ
て
可
能
性
と
し
て
示
唆
さ
れ
た
世
代
的
現
象
学
の
次
元
は
、
さ
ら
に
そ
れ

自
身
の
「
世
代
（
生
産
）
化
の
運
動
」
に
よ
っ
て
、
彼
以
後
の
新
た
な
現
象
学
者
達
の
仕
事
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。



そ
こ
で
本
稿
の
考
察
を
導
く
目
標
設
定
と
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
に
語
ら
せ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
「
諸
世
代
の
連
鎖
に
お
け
る
言
語
の

機
能
が
論
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
間
の
共
同
体
的
生
は
、
言
語
共
同
体
の
生
と
し
て
可
能
で
あ
る
。
人
間
の
故
郷
世
界

(Heimwelt)
は
…
根
本
・
本
質
的
に
言
語
の
方
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
る
」
（
ろ
r・

け
4
£
)

。
こ
の
故
郷
世
界
は
対
と
な
る
異
郷
世
界
の
概

念
と
並
ん
で
、
世
代
性
の
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
―
つ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
上
の
文
言
の
課
題
性
格
に
即
し
て
、
専
ら
故
郷
世
界
と
言

語
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
フ
ッ
サ
ー
ル
の
世
代
性
に
つ
い
て
の
断
片
的
な
記
述
を
再
構
成
し
な
が
ら
解
明
し
た
い
。
ま
ず
は
世
代
性
の
次

元
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
世
代
的
現
象
学
と
は
何
か
、
そ
の
内
実
を
遡
及
的
方
法
に
対
す
る
構
築
的
方
法
の
援
用
と
い
う
観
点
か

ら
素
描
し
（
一
節
）
、
次
い
で
現
象
学
的
方
法
そ
れ
自
身
が
実
は
世
代
化
の
運
動
そ
の
も
の
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
側
面
に
照
ら
し
、

専
ら
発
生
的
考
察
の
進
展
を
通
し
て
言
語
、
特
に
対
話
に
よ
る
「
共
，
構
成
」
と
い
う
現
象
が
世
代
的
現
象
学
の
非
基
礎
づ
け
主
義
を
準

備
す
る
導
き
の
糸
と
な
る
こ
と
を
見
る
（
二
節
）
。
そ
し
て
現
象
学
の
こ
の
世
代
化
の
発
展
に
よ
っ
て
究
極
的
に
現
わ
れ
る
言
語
の
世
代

的
な
構
成
次
元
を
見
定
め
（
三
節
）
、
さ
ら
に
故
郷
世
界
と
言
語
と
の
不
可
分
な
関
係
を
も
は
や
超
越
論
的
エ
ゴ
で
は
な
く
、
「
故
郷
の
仲

間
達
」
に
よ
る
我
有
化
の
所
産
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
従
来
の
発
生
的
現
象
学
に
お
け
る
時
間
の
自
己
構
成
の
位
相
に

対
し
て
共
同
体
の
歴
史
や
伝
統
を
構
成
し
う
る
本
来
的
な
次
元
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
（
四
節
）
。
こ
う
し
て
最
終
的
に

は
A
・
ス
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク
の
見
解
に
倣
い
こ
の
方
向
で
の
世
代
的
現
象
学
の
徹
底
化
が
、
非
基
礎
づ
け
主
義
的
な
意
味
で
の
超
越
論
的
現

象
学
に
お
け
る
社
会
理
論
や
社
会
哲
学
の
可
能
性
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
示
し
た
い
（
結
語
）
。

「
世
代
生
産
性
」

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

の
現
象
学

： 



フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

す
で
に
序
論
で
も
示
唆
し
た
よ
う
に
、
従
来
の
遡
及
的
現
象
学
に
お
け
る
自
我
論
的
な
考
察
の
枠
内

(11
エ
ゴ
の
自
己
反
省
的
経
験
に

よ
る
基
礎
づ
け
主
義
）
で
は
、
誕
生
と
死
、
生
殖
、
子
ど
も
の
生
、
世
代
交
代
、
文
化
や
伝
統
、
特
に
異
文
化
と
の
接
触
、
ひ
い
て
は
歴

史
（
性
）
と
い
っ
た
事
象
を
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
る
ほ
ど
こ
れ
ら
は
一
見
す
る
と
、
自
己
反
省
的
直
観
の
領
域
に
は
決
し
て

与
え
ら
れ
な
い
「
限
界
現
象
」
と
し
て
、
超
越
論
的
現
象
学
の
領
分
に
は
属
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
が
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
第
五
省
察
の
末
尾
（
六
一
節
）
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
学
の
危
機
と
超
越
論
的
現
象
学
』
の
補
遺

（
「
幾
何
学
の
起
源
」
）
、
そ
し
て
『
相
互
主
観
性
の
現
象
学
』
第
三
巻
の
「
伝
達
共
同
体
」
の
分
析
等
で
示
唆
し
て
い
た
「
世
代
的
」
現
象

学
の
次
元
が
、
も
っ
と
も
術
語
と
し
て
表
明
的
に
登
場
し
て
い
な
い
に
せ
よ
、
明
ら
か
に
抽
象
的
な
歴
史
性
を
取
り
扱
う
従
来
の
相
互
主

観
性
の
立
場
を
超
え
出
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
具
体
的
な
世
代
性
の
次
元
と
し
て
着
手
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ

い
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
抽
象
的
な
」
歴
史
性
の
乗
り
越
え
に
つ
い
て
の
彼
自
身
の
方
法
的
な
宣
言
と
も
採
れ
る
箇
所
を
引
い
て
お
こ
う
。

「
恒
常
的
な
共
人
間
性
、
実
践
的
な
周
囲
世
界
と
相
関
す
る
社
会
性
は
、
世
代
化
(
G
e
n
e
r
a
t
i
o
n
)
に
先
立
っ
て
抽
象
的
に
取
り
扱
わ
れ

う
る
。
こ
の
よ
う
に
人
格
的
に
有
意
味
な
も
の
と
し
て
の
、
こ
の
種
の
実
践
的
周
囲
世
界
の
時
間
化
に
よ
っ
て
、
す
で
に
抽
象
的
な
歴
史

性
が
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。
世
代
化
が
機
能
す
る
と
、
具
体
化
に
お
け
る
こ
の
歩
み
は
、
持
続
的
な
共
人
間
性
、
母
・
両
親
・
子
供

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

等
々
と
い
っ
た
具
体
化
と
な
る
。
と
同
時
に
よ
り
具
体
的
に
は
、
世
代
的
に
(
g
e
n
e
r
a
t
i
v
)
形
式
づ
け
ら
れ
た
時
間
化
や
歴
史
的
周
囲
世

界
を
わ
れ
わ
れ
は
持
つ
の
で
あ
る
」
（
ろ
1
.
1
3
8

、A

n

m

2

傍
点
筆
者
強
調
）
。

そ
の
際
考
察
の
手
引
き
と
な
る
の
が
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
第
六
省
察
の
中
で
展
開
さ
れ
た
フ
ィ
ン
ク
と
の
共
同
作
業
に
よ
る
、
超
越

論
的
方
法
論
の
理
念
の
更
新
と
し
て
構
想
さ
れ
た
「
現
象
学
の
現
象
学
」
を
具
体
的
に
実
践
す
る
の
に
寄
与
す
る
「
構
築
的
」
現
象
学
の

方
法
で
あ
る
(
3
)
。
た
だ
し
、
こ
の
方
法
は
あ
く
ま
で
こ
れ
に
先
立
つ
「
遡
及
的
」
現
象
学
が
そ
の
本
質
的
部
分
に
お
い
て
徹
底
し
て
遂
行

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
分
析
論
の
言
わ
ば
岩
礁
で
あ
る
周
縁
問
題
(
R
a
n
d
p
r
o
b
l
e
m
e
)
に
漂
着
し
て
初
め
て
構
築
的
な
意

―
―
四



図
が
動
機
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
分
析
は
や
み
く
も
に
行
な
わ
れ
て
よ
い
も
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
遡

及
的
現
象
学
が
歩
み
抜
か
れ
た
後
に
そ
の
分
析
が
自
ら
の
限
界
に
つ
き
当
た
り
、
必
然
的
に
決
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
限
界
現

象
、
す
な
わ
ち
還
元
的
所
与
性
の
外
部
地
平
に
あ
る
誕
生
や
死
と
い
っ
た
生
の
全
体
地
平
を
問
題
化
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
「
構
築
」
さ
れ
る
超
越
論
的
「
所
与
性
」
と
は
し
た
が
っ
て
、
単
に
直
観
的
に
現
に
今
目
の
前
に
見
出
さ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
る
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
現
象
学
的
還
元
の
新
た
な
展
開
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
接
近
可
能
性
を
意
味
し
て
い
る
(
4
)

。
と
な
る
と

フ
ィ
ン
ク
が
言
う
よ
う
に
、
専
ら
エ
ゴ
の
構
成
的
分
析
を
実
施
す
る
遡
及
的
現
象
学
に
と
っ
て
は
常
に
す
で
に
世
界
内
部
的
な

(m日
1
d
a
n
)

も
の
と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
る
誕
生
と
死
、
世
代
の
連
鎖
、
生
殖
と
い
っ
た
事
実
的
な
出
来
事
を
む
し
ろ
超
越
論
的
に
問
題

化
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
こ
う
し
た
「
世
界
化

(
M
§
d
g
i
s
i
e
r
u
n
g
)
」
の
問
題
系
へ
と
超
越
論
的
現
象
学
の
範
囲
を
押
し
拡
げ
て
い
く

こ
と
を
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
お
け
る
実
存
的
な
問
題
設
定
の
開
扉
と
見
な
す
こ
と
も
あ
な
が
ち
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
(
5
)
。
な
る

ほ
ど
分
析
の
上
で
は
遡
及
的
現
象
学
が
構
築
的
現
象
学
に
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
事
象
の
上
で
は
構
築
の
対
象
と
な
る
エ
ゴ
の

構
成
的
歴
史
性
が
、
超
越
論
的
生
を
最
終
的
に
可
能
に
す
る
地
平
構
造
と
し
て
先
行
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
も
ま
た
先
の
フ
ッ

サ
ー
ル
の
発
言
と
同
主
旨
の
こ
と
を
フ
ィ
ン
ク
が
次
の
よ
う
に
語
る
。
「
超
越
論
的
に
モ
ナ
ド
論
的
な
相
互
主
観
性
の
還
元
さ
れ
た
事
実

に
は
、
専
ら
そ
の
現
在
性

(Gegenwartigkeit)
が
属
し
て
い
る
が
、
こ
の
現
在
性
に
は
、
人
間
の
世
代
生
産
的
な

(generativ)
地

平
が
構
成
的
に
機
能
す
る
地
平
と
し
て
属
し
て
い
る
」
と

(
6
)
0

こ
の
よ
う
に
事
象
に
見
合
っ
た
方
法
が
新
た
に
開
発
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
が
往
復
運
動
を
し
な
が
ら
、
静
態
的
•
発
生
的
・
世

代
的
方
法
の
必
然
的
な
発
展
を
通
し
て
、
抽
象
態
と
し
て
の
前
者
の
、
後
者
に
よ
る
不
断
の
乗
り
越
え
が
可
能
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
を
「
現

象
学
の
世
代
（
生
産
）
化
」
と
呼
ぶ
ス
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク
は
、
現
象
学
の
最
も
具
体
的
な
次
元
と
し
て
の
「
世
代
性
」
の
次
元
の
主
題
化
の

必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
見
出
さ
れ
た
こ
の
世
代
性
の
視
点
か
ら
逆
に
包
括
的
な
仕
方
で
、
先
行
す
る
静
態
的
•
発
生

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

―
―
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本
稿
の
主
旨
か
ら
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
言
語
は
ま
さ
に
世
代
的
次
元
に
お
い
て
そ
の
全
き
構
成
機
能
を
果
た
す
の
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
そ
れ
以
前
の
静
態
的
•
発
生
的
方
法
の
次
元
、
つ
ま
り
両
者
を
包
括
す
る
あ
の
遡
及
的
現
象
学
で
は
確
か
に
世
代
性
の
役
割
を
問

現
象
学
の

「
世
代
化
」

と
言
語
論
の
展
開

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
ー

的
な
分
析
の
成
果
が
新
た
に
再
解
釈
さ
れ
、
鋳
直
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
(
7
)
。
ま
た
彼
は
「
社
会
的
世
界
」
の
超
越
論
的
＇
現
象
学
的

哲
学
の
展
開
を
こ
の
「
世
代
性
」
の
次
元
へ
の
着
眼
に
よ
っ
て
、
非
＇
基
礎
づ
け
主
義
的
な
思
惟
を
遂
行
す
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
仕
事
そ
の

も
の
の
中
に
見
出
し
、
ム
ン
ダ
ー
ン
な
世
代
性
と
非
＇
基
礎
づ
け
主
義
の
超
越
論
的
哲
学
と
は
決
し
て
矛
盾
し
な
い
も
の
と
見
な
す

(
8
)
0

簡
約
す
れ
ば
、
世
代
性
の
次
元
を
あ
く
ま
で
超
越
論
的
な
方
法
の
も
と
で
主
題
化
で
き
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
(
9
)

。
こ
れ
は
ま
さ
し

く
先
に
見
た
「
構
築
的
」
現
象
学
に
よ
る
超
越
論
的
方
法
論
の
理
念
の
更
新
と
も
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ッ

サ
ー
ル
が
晩
年
に
示
唆
し
て
体
系
化
さ
れ
な
か
っ
た
世
代
性
の
事
象
な
ら
び
に
方
法
を
、
彼
自
身
が
残
し
た
断
片
的
記
述
を
再
構
成
し
、

か
つ
フ
ィ
ン
ク
と
の
共
同
構
想
に
位
置
づ
け
て
再
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
代
生
産
的
現
象
学
の
可
能
性
と
そ
の
射
程
が
よ
り
閾
明
な

も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
構
築
的
現
象
学
の
一
っ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
世
代
的
現
象
学
の
具
体
的
遂
行
を
「
言
語
」
と
い
う
現
象
に

即
し
て
見
て
い
こ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
序
論
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
言
語
が
他
者
問
題
、
い
わ
ゆ
る
相
互
主
観
性
の
問
題
に
関
わ
る
と
き

に
、
特
に
際
立
っ
た
構
成
機
能
を
果
た
す
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
が
世
代
性
の
枠
組
み
の
中
で
世
代
性
と
言
語
と
の
不
可

分
な
関
係
を
そ
の
課
題
性
格
と
し
て
積
極
的
に
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

―
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う
こ
と
は
一
見
す
る
と
無
意
味
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
言
語
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
思
惟
の
初
期
か
ら
一
貫
し
て
主
題
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
言
語
観
の
変
遷
を
見
て
い
く
こ
と
は
あ
の
現
象
学
自
身
の
世
代
化
の
運
動
に
与
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
、

初
期
の
い
わ
ゆ
る
「
独
白
的
」
言
語
観
、
中
期
以
降
の
「
対
話
的
」
言
語
観
を
も
併
せ
て
検
討
し
て
お
く
こ
と
は
、
最
終
的
な
「
世
代

的
」
言
語
観
に
収
緻
し
て
い
く
言
語
の
構
成
機
能
を
見
定
め
る
た
め
に
も
必
要
不
可
欠
な
手
続
き
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
節
で

も
述
べ
た
構
築
的
現
象
学
に
先
立
つ
遡
及
的
現
象
学
の
徹
底
的
な
歩
み
抜
き
に
も
関
わ
り
、
同
時
に
、
対
話
的
言
語
観
が
世
代
的
言
語
観

に
対
し
て
も
つ
手
引
き
機
能
を
も
準
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
言
語
観
の
変
遷
を
ご
く
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

ま
ず
広
義
の
静
態
的
方
法
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
う
る
『
論
研
』
第
一
研
究
で
は
(IO)
、
周
知
の
よ
う
に
言
語
に
よ
る
「
表
現
作
用
」
が
意
味

を
有
す
る
唯
一
の
条
件
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
際
の
告
知
機
能
に
纏
わ
り
つ
く
偶
因
的
な
指
標
（
文
字
や
音
声
等
）
を
一
切
排
除

し
た
「
孤
独
な
心
的
生
活
」

(11
沈
黙
し
た
思
惟
）
に
お
い
て
機
能
す
る
純
粋
な
意
味
機
能
（
志
向
）
に
求
め
ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
表
現
成
立
の
可
能
性
の
条
件
と
し
て
は
括
弧
に
入
れ
ら
れ
た
（
己
X
/
1

、
3
1

、4
1
f
f
)

(11
反
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
主
義
）
（
11

）
。
そ

れ
ゆ
え
、
こ
の
位
相
に
「
世
代
性
」
そ
の
も
の
の
入
り
込
む
余
地
は
な
く
、
む
し
ろ
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ
き
抽
象
的
次
元
と
見
な
さ
れ
、

後
の
世
代
的
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
分
析
の
成
果
が
新
た
に
解
釈
し
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
こ
の
位
相
も
た
と
え
抽
象
化
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
、
故
郷
世
界
に
お
け
る
言
語
機
能
の
―
つ
の
局
面
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

次
い
で
発
生
的
方
法
の
端
緒
が
見
出
さ
れ
る
中
期
の
『
純
粋
現
象
学
と
現
象
学
的
哲
学
の
た
め
の
構
想
』
一
一
巻
（
以
下
『
イ
デ
ー
ン
』

二
巻
と
略
記
）
で
は
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
学
派
に
属
す
る
弟
子
の
ア
ド
ル
フ
・
ラ
イ
ナ
ッ
ハ
の
影
響
に
な
る
「
社
会
的
作
用

(sozialer

Akt)」
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
分
析
が
着
手
さ
れ
る
(12)
。
こ
こ
で
社
会
的
作
用
と
は
、
諸
人
格
が
相
手
か
ら
理
解
さ
れ
よ

う
と
す
る
何
ら
か
の
意
図

(Absicht)

の
も
と
で
、
表
現
が
常
に
す
で
に
最
初
か
ら
他
者
へ
と
宛
て
る
こ
と

(adressierung)
、
差
し

向
け
る
こ
と

(
W
e
n
d
u
n
g
)

を
目
指
す
よ
う
な
相
互
交
渉
的
な

(
k
o
m
m
u
r
u
k
a
t
iく
）
作
用
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る

(
I
V
.
1
9
2
f
f
)
。
そ

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

―
―
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フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

れ
ゆ
え
こ
の
立
湯
は
『
論
研
』
に
お
け
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
る
内
的
体
験

(11
孤
独
な
心
的
生
活
）
に
つ
い
て
の
告
知
的
言

表
に
還
元
す
る
と
い
う
初
期
の
立
場
を
乗
り
越
え
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
（
ち
な
み
に
フ
ッ
サ
ー
ル
は
一
九
十
四
年
に
こ
う
し
た
反
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
主
義
を
放
棄
す
る
）
（
13)

。
明
ら
か
に
こ
こ
で
は
初
期
の
独
白
的
言
語
観
を
越
え
て
、
内
的
体
験
と
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
遂
行
が
加
算
的
複
合
の
独
立
し
た
構
成
素
と
し
て
で
は
な
く
、
還
元
不
能
な
統
一
体
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
へ
の
言
語
観

の
発
展
が
見
て
取
ら
れ
う
る
(14)
。
換
言
す
る
と
こ
こ
に
至
っ
て
初
め
て
、
言
語
が
他
者
問
題
、
い
わ
ゆ
る
相
互
主
観
性
の
問
題
と
如
何
に

深
く
連
関
し
て
い
る
か
の
問
題
意
識
が
強
く
際
立
た
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
中
期
の
立
場
は
後
期
の
『
相
互
主
観
性
の
現
象
学
』
第
三
巻
の
「
伝
達
共
同
体
」
の
分
析
で
は
よ
り
洗
練
さ
れ
、
言
わ
ば

言
語
行
為
の
「
双
務
性
」
と
も
呼
ば
れ
う
る
次
元
の
考
察
へ
と
深
化
さ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
フ
ッ
サ
ー
ル
の
他
者
構
成
論
、
相
互
主
観

性
の
理
論
に
お
い
て
は
従
来
「
感
情
移
入
」
の
能
作
に
よ
る
「
前
言
語
的
な
」
知
覚
平
面
で
の
抽
象
的
な
構
成
分
析
が
中
心
を
な
し
て
い

た
が
、
こ
こ
で
は
実
際
彼
は
、
単
な
る
感
情
移
入
に
よ
っ
て
は
ま
だ
如
何
な
る
社
会
的
統
一
体
の
構
成
も
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
共
同
体

を
創
造
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
カ
チ
オ

(com.municatio)

の
作
用
と
し
て
の
言
語
こ
そ
が
、
「
社
会
性
」
な
い
し
相
互
主
観
性
の
構
成
に
と
っ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
と
述
べ
る
（
ろ
こ
.472f)
。
す
な
わ
ち
、
感
情
移
入
は
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
構
成
的
に
依
存
す
る

の
で
あ
る
(15)

。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
す
で
に
見
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
表
現
に
と
っ
て
構
造
上
、
非
本
質
的
で
あ
る
と
い
う
初
期
の
独

白
的
言
語
観
を
反
省
的
に
回
顧
し
つ
つ
、
こ
の
沈
黙
し
た
思
惟
に
お
け
る
モ
ノ
ロ
ー
グ
を
表
現
の
「
異
常
な
」
様
態
に
数
え
入
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
初
期
の
立
場
に
対
し
て
表
明
的
な
自
己
批
判
を
行
っ
て
い
る
（
ろ
1
.
2
2
0
£

、
4
7
8
)
。
す
な
わ
ち
、
私
が
語
り
か
け
つ
つ
相
手
が

私
の
伝
達
の
意
図
を
理
解
し
つ
つ
察
知
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
を
持
つ
よ
う
な
、
我
と
汝
と
の
重
な
り
合
い

(Deckung)

に
お
け
る
言
語
の
相
互
作
用
、
常
に
す
で
に
相
互
主
観
的
で
本
質
的
に
相
互
交
渉
的
な
諸
記
号
を
こ
そ
、
「
正
常
な
」
表
現
と
見
な
す
よ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
感
情
移
入
に
欠
け
て
い
る
の
は
こ
う
し
た
告
知

(
K
§
d
g
e
b
u
n
g
)

の
意
図
と
意
志
で
あ
っ
て
、
真
の
コ
ミ
ュ

―
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ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
統
一
と
は
語
り
か
け

(Anrede)
と
そ
の
受
容
（
A
巳
n
告
m
e
)
に
お
い
て
私
と
他
者
と
が
あ
る
言
語
行
為
を
共
に
遂

行
す
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
「
私
の
作
用
遂
行
は
他
者
に
お
い
て
何
ら
か
の
共
遂
行

(Mitvollzug)
、
伝
達
を
受
容
す
る
と
い

う
作
用
、
伝
達
の
意
図
に
応
ず
る
と
い
う
こ
と
を
動
機
づ
け
る
」
（
ろ
1
.
4
7
6
)
。
簡
約
す
れ
ば
、
伝
達
と
は
単
に
自
ら
の
意
図
を
告
知
す
る

一
方
向
的
な
関
係
で
は
な
く
、
私
は
対
話
の
相
手
を
、
同
時
に
私
の
意
図
を
理
解
し
て
欲
し
い
者
と
し
て
も
狙
う
の
で
あ
る

(11
第
二
の

意
図
）
（
ろ
T
.
4
7
3
£

、
Vgl.‘

己
V.211)
。
ま
た
、
こ
の
役
割
は
当
然
互
換
的
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
私
と
他
者
は
相
互
に
語
り
か
け
合
い
、

伝
達
さ
れ
る
も
の
と
し
て
自
ら
を
理
解
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
X
V
.
4
7
4
)
。
し
か
も
他
者
に
よ
る
伝
達
の
受
容
に
は
、
単

な
る
意
図
の
認
取
に
先
立
っ
て
相
手
が
私
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
確
証
す
る

(sich
bezeugen)
よ
う
な
（
ろ
[
・

4
7
5
)

身
振
り
や
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
等
の
外
的
振
る
舞
い
も
社
会
的
作
用
の
重
要
な
構
成
契
機
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す

る
(
X
I
V
.
1
6
7

、
211)<16)
。
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
、
問
い
か
け
と
応
答
と
の
双
務
的

(reciprocal)
作
用
か
ら
な
る
言
わ
ば
「
発
語
相
互

行
為
」
と
で
も
呼
ば
れ
る
べ
き
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
形
式
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
言
え
ば
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の

社
会
的
作
用
の
分
析
は
こ
こ
に
至
っ
て
、
「
言
語
行
為
」
の
現
象
学
と
い
う
様
相
を
も
呈
し
始
め
て
い
る
(17)
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

カ
チ
オ
と
し
て
の
「
対
話
」
的
な
言
語
現
象
に
お
い
て
は
、
私
と
他
者
と
の
言
語
行
為
の
共
遂
行
、
す
な
わ
ち
「
共
＇
構
成
」
の
モ
チ
ー

フ
が
存
立
し
う
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
事
態
を
両
者
の
「
相
互
内
属

(Ineinander)
」（
VI.258)
、
な
い
し
ヴ
ァ
ル
デ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
概
念

を
援
用
し
て
「
絡
み
合
い

(Verflechtung)
」
の
現
象
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
(18)

。
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
専
ら
発
生
的
方
法

の
枠
内
で
析
出
さ
れ
た
言
語
の
共
＇
構
成
的
な
位
相
こ
そ
が
、
相
互
主
観
的
な
「
社
会
性
」
の
構
成
に
と
っ
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す

と
同
時
に
、
「
対
話
」
の
現
象
学
に
お
い
て
析
出
さ
れ
た
こ
の
共
＇
構
成
、
な
い
し
絡
み
合
い
の
視
点
が
、
以
下
に
見
る
エ
ゴ
に
よ
る
一

方
向
的
な
基
礎
づ
け
で
は
な
い
超
越
論
的
現
象
学
の
非
＇
基
礎
づ
け
主
義
的
側
面
と
し
て
の
世
代
的
考
察
の
次
元
を
準
備
す
る
導
き
の
糸

と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

―
―
九



言
語
の
世
代
的
な
構
成
次
元

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
ー

さ
て
以
上
の
洞
察
は
晩
年
の
言
語
共
同
体
に
関
す
る
主
張
、
す
な
わ
ち
一
方
の
人
間
及
び
人
間
が
語
り
う
る
世
界
と
他
方
の
言
語
と
は

密
接
不
可
分
に
織
り
合
わ
さ
れ
、
そ
う
し
た
普
遍
的
言
語
こ
そ
が
人
類
の
地
平
、
「
わ
れ
わ
れ
の
地
平
」
を
可
能
に
し
て
い
る

(
V
I
.
3
6
9
£
)

と
す
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
思
惟
の
決
定
的
な
転
回
へ
と
導
く
。
そ
し
て
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
な
る
ほ
ど
「
独
我
論
的
な
考
察
か
ら
、
相

互
主
観
的
な
考
察
へ
」
と
い
う
発
生
の
比
喩

(
V
.
1
2
5
)

を
用
い
た
考
察
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
狙
い
は
さ
ら
に
こ
れ
に
世
代
的
な
発

生
の
視
点
を
付
け
加
え
、
世
代
的
な
相
互
主
観
性
の
位
相
へ
と
考
察
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
む

し
ろ
、
直
接
的
な
伝
達
の
範
囲
を
越
え
て
い
く
間
接
的
な
言
語
共
同
体
の
為
す
能
作
、
換
言
す
る
と
諸
世
代
を
ま
た
い
で
学
問
や
精
神
文

化
の
伝
承
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
究
極
的
な
意
味
で
の
言
語
の
構
成
機
能
で
あ
る
。
簡
約
す
れ
ば
こ
れ
に
よ
っ
て
の
み
、
言
語
は
諸
世
代

を
結
び
つ
け
る
紐
帯
の
役
目
を
担
い
、
単
に
思
想
の
伝
達
に
留
ま
ら
ず
、
誰
に
と
っ
て
も
接
近
し
う
る
、
客
観
的
に
追
吟
味
可
能
な
獲
得

物
の
確
保
に
も
寄
与
す
る
の
で
あ
る
（
ろ
T
.
1
7
5
)
。
そ
れ
ゆ
え
言
語
の
こ
の
構
成
次
元
は
も
は
や
従
来
の
単
な
る
発
生
的
考
察
の
枠
内

（
た
と
え
そ
れ
が
相
互
主
観
的
な
考
察
を
含
ん
で
い
た
と
し
て
も
）
で
は
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
新
た
な
方
法
を
要
求
す
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
こ
で
言
語
の
こ
の
世
代
的
な
構
成
次
元
を
以
下
、
節
を
改
め
て
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

以
上
の
「
現
象
学
の
世
代
化
」
の
運
動
と
言
語
論
の
発
展
と
い
う
側
面
か
ら
、
対
話
的
言
語
観
に
お
け
る
「
共
＇
構
成
」
な
い
し
「
絡

み
合
い
」
の
モ
チ
ー
フ
に
加
え
て
、
発
生
的
考
察
が
世
代
的
考
察
に
対
し
て
持
つ
も
う
―
つ
の
手
引
き
機
能
に
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
発
生
的
現
象
学
に
お
い
て
露
呈
さ
れ
た
意
味
の
受
動
的
な
連
合
の
理
論
で
あ
る
。

――
1
0
 



先
行
す
る
分
析
の
成
果
で
あ
る
「
孤
独
な
心
的
生
活
」
に
お
け
る
純
粋
な
意
味
志
向
の
成
立
は
、
後
か
ら
の
分
析
の
成
果
で
あ
る
相
互

主
観
的
な
意
味
の
「
生
成
」
な
い
し
「
沈
澱
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
実
は
前
者
の
意
味
志
向
は
沈
澱
し
た
意
味
の
歴
史
を
包
蔵

す
る
も
の
と
し
て
新
た
に
捉
え
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
生
成
、
沈
澱
と
い
っ
た
概
念
の
含
蓄
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
自
己
反
省

的
な
直
観
的
方
法
と
し
て
の
あ
の
遡
及
的
現
象
学
を
超
克
す
る
仕
方
で
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
世
代
性
の
次

元
は
単
な
る
個
人
的
発
生
、
ひ
い
て
は
同
時
代
の
相
互
主
観
的
発
生
の
枠
を
は
み
出
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、

フ
ッ
サ
ー
ル
は
晩
年
の
言
語
共
同
体
の
問
題
系
に
お
い
て
度
々
、
個
と
し
て
の
エ
ゴ
に
対
し
て
「
わ
れ
わ
れ
人
間
達

(W甘

menschen)
」
、
「
共
に
あ
る
人
間
達

(Mit,menschen)
」
と
い
う
言
葉
を
、
同
時
代
の
共
同
体
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
未
来
と
過
去

の
両
方
向
に
ま
た
が
る
通
時
的
な
無
限
の
諸
世
代
の
連
鎖
に
も
使
用
す
る
（
ろ
T
.
2
1
9

、
V
I
.
3
6
9
)
。
そ
れ
ゆ
え
世
代
的
現
象
学
に
お
い
て

は
、
個
人
の
記
憶
と
し
て
の
過
去
把
持
の
沈
澱
よ
り
共
同
体
の
記
憶
と
し
て
の
伝
統
の
沈
澱
（
歴
史
）
が
、
時
間
的
過
去
の
覚
醒
や
再
活

性
化
よ
り
歴
史
性
の
覚
醒
や
再
活
性
化
が
、
総
じ
て
個
的
「
生
」
の
統
一
よ
り
伝
統
の
統
一
が
先
行
的
に
妥
当
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
受
動
的
な
連
合
の
理
論
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
同
じ
発
生
的
な
術
語
が
、
相
互
主
観
的
か
つ
歴
史
的
伝

統
に
お
け
る
世
代
的
な
意
味
構
成
に
対
し
て
も
援
用
さ
れ
、
連
合
の
現
象
学
は
従
来
の
感
情
移
入
や
個
別
主
観
性
の
優
位
性
か
ら
逃
れ
始

め
る
の
で
あ
る
(19)
。
す
な
わ
ち
、
生
き
生
き
と
し
た
経
験
の
能
動
性
は
や
が
て
過
去
へ
と
沈
み
込
み
色
褪
せ
て
い
く
が
完
全
に
消
失
し
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
受
動
的
と
な
っ
た
過
去
把
持
の
沈
澱
は
再
び
想
起
に
よ
っ
て
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
る
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
と

同
様
に
、
例
え
ば
世
代
的
な
言
語
を
代
表
す
る
「
文
字
言
語
」
に
受
動
的
に
沈
澱
し
た
意
味
は
後
代
の
読
み
手
が
そ
れ
を
能
動
的
に
再
活

性
化
（
再
覚
醒
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
の
明
証
が
再
び
生
き
生
き
と
呼
び
戻
さ
れ
、
同
一
な
も
の
と
し
て
何
度
で
も
追
体
験
さ
れ

る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
発
生
的
方
法
に
よ
っ
て
露
呈
さ
れ
た
受
動
的
な
連
合
理
論
と
時
間
論
の
動
態
性
と
が
世
代
的
考
察

へ
の
導
き
の
糸
と
な
っ
て
そ
の
意
義
が
敷
術
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1



フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
ー

三

も
う
一
点
あ
る
。
こ
れ
も
周
知
の
よ
う
に
フ
ッ
サ
ー
ル
は
幾
何
学
を
例
に
採
り
、
そ
れ
は
如
何
に
し
て
そ
の
「
内
部
主
観
的
な
形
成
体

(11
純
粋
な
意
味
志
向
）
か
ら
客
観
的
な
も
の
を
形
成
す
る
」
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
幾
何
学
的
理
念
性
が
言
わ
ば
そ
の
「
言
語

身
体

(Sprachleib)
」
を
受
け
取
る
所
以
の
言
語
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
る
の
だ
と
答
え
、
理
念
性
と
歴
史
性
と
を
媒
介
す
る
紐
帯
の
役

目
を
簡
単
に
言
語
に
負
わ
せ
る

(
V
I
.
3
6
9
)

。
な
る
ほ
ど
こ
う
し
た
見
解
は
、
野
家
啓
一
が
い
み
じ
く
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
言
語
の

感
性
的
・
身
体
的
側
面
を
偶
因
的
な
指
標
機
能
と
し
て
表
現
作
用
の
純
粋
な
意
味
機
能
（
志
向
）
か
ら
一
切
排
除
し
よ
う
と
し
た
初
期

『
論
研
』
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
一
見
す
る
と
唐
突
で
奇
異
な
も
の
に
映
る
か
も
し
れ
な
い
(20)
。
し
か
し
、
す
で
に
見
た
社
会
的
作
用
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
析
の
着
手
と
発
生
的
考
察
の
端
緒
が
見
ら
れ
る
『
イ
デ
ー
ン
』
二
巻
で
は
、
「
精
神
の
表
現
」
と
し
て
の
身
体

（
他
者
）
統
握
と
類
比
的
に
、
事
物
統
握
に
お
け
る
物
理
的
事
象
と
意
味
と
の
包
括
的
な
精
神
的
統
一
が
主
張
さ
れ
る

(IV.96、
2
3
6

、

244)。
例
え
ば
本
の
中
に
語
や
文
を
理
解
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
の
物
理
的
現
出
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
即
、
精
神
的
意
味
を
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
意
味
は
語
や
文
に
後
か
ら
結
び
つ
く
の
で
は
な
く
、
最
初
か
ら

生
気
づ
け
つ
つ
、
物
理
的
全
体
に
浸
透
し
て
い
る

(
d
u
r
c
h
d
r
i
n
g
e
n
)

と
い
う
。
と
な
る
と
、
後
期
の
受
動
的
な
意
味
の
連
合
、
い
わ
ゆ

る
「
受
動
的
総
合
」
の
能
作
を
素
描
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、
「
意
味
」
な
い
し
「
精
神
性
」
と
そ
の
物
理
的
側
面
と
の
何
ら
か
の
「
融

合
」
に
よ
る
統
一
的
な
把
握
と
い
う
先
行
す
る
分
析
の
成
果
か
ら
見
れ
ば
、
先
の
言
語
身
体
と
い
う
形
容
矛
盾
し
た
術
語
も
何
も
唐
突
に

登
場
し
た
も
の
で
は
な
く
、
も
は
や
『
論
研
』
の
独
我
論
的
立
場
を
踏
み
越
え
て
あ
る
仕
方
で
鋳
直
さ
れ
、
改
造
・
洗
練
さ
れ
た
概
念
と

見
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
(21)
。
そ
こ
か
ら
意
味
ま
た
は
精
神
性
が
、
発
生
の
沈
澱
し
た
歴
史
を
担
い
、
相
互
主
観
的
に
共
同
化
さ
れ
て
包
括

的
な
「
共
同
精
神

(Gerneingeist)
」（
22)

へ
と
深
化
さ
れ
る
の
は
後
も
う
一
歩
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
意
味
構
成
を
一
か
ら
改
め
て
行
う

の
で
は
な
く
、
す
で
に
言
語
身
体
と
し
て
の
文
字
言
語
（
こ
こ
で
は
幾
何
学
の
命
題
）
に
受
動
的
に
沈
澱
し
た
意
味
を
反
復
的
に
再
活
性

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

化
さ
せ
、
し
か
も
そ
れ
を
個
別
主
観
の
能
作
と
し
て
で
は
な
く
、
相
互
交
渉
的
な
主
観
性
と
そ
の
共
同
化
さ
れ
た
生
の
能
作
と
し
て
行
う



い
わ
ゆ
る

と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い

(Vgl.‘

只
.
3
8
)

。
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
、
超
時
間
的
な
理
念
的
対
象
と
し
て
の
幾
何
学
も
、
他
の
諸
主
観

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
よ
る
能
動
的
な
追
体
験
を
通
し
て
反
復
的
に
同
一
な
も
の
と
し
て
再
明
証
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
客
観
性
を
獲
得
し
、
や
が
て

そ
れ
は
伝
統
と
な
り
、
相
互
主
観
的
な
歴
史
性
、
「
遍
時
間
性
（
と
lzeitlichkeit)
」
を
帯
び
る
の
で
あ
る

(
V
I
.
3
7
0
£
{

、

3
7
8
f
f
)

。

こ
の
よ
う
に
世
代
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
言
語
の
主
題
化
は
、
こ
れ
に
先
行
す
る
発
生
的
考
察
を
介
し
た
対
話
的
言
語
観
の
「
共

，
構
成
」
な
い
し
「
絡
み
合
い
」
の
モ
チ
ー
フ
、
な
ら
び
に
意
味
の
受
動
的
な
連
合
理
論
の
成
果
で
あ
る
時
間
構
成
と
精
神
的
意
味
の

（
受
動
的
）
構
成
の
双
方
に
共
通
す
る
「
動
態
性

(Dynami目

ms)」
の
視
点
と
が
相
侯
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
「
現
象
学
の
世
代
化
」
の
運
動
に
基
づ
く
発
生
的
考
察
の
成
果
は
、
世
代
的
考
察
の
方
法
に
何
ら
か
の
仕
方
で
寄
与
す
る
は
ず
で
あ

る
。
特
に
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
対
話
」
の
現
象
学
で
析
出
さ
れ
た
「
共
，
構
成
」
の
モ
チ
ー
フ
が
、
エ
ゴ
に
よ
る

一
方
向
的
な
基
礎
づ
け
で
は
な
い
よ
う
な
超
越
論
的
現
象
学
の
非
＇
基
礎
づ
け
主
義
的
な
側
面
と
し
て
世
代
的
考
察
の
次
元
を
準
備
す
る

導
き
の
糸
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
論
述
で
判
明
と
な
っ
た
よ
う
に
、
言
語
が
他
者
問
題
に
如
何
に
関

わ
る
の
か
と
い
う
問
い
と
、
な
ぜ
世
代
性
の
次
元
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
か
と
い
う
問
い
と
は
密
接
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い

る
が
ゆ
え
に
、
な
る
ほ
ど
、
世
代
的
現
象
学
は
具
体
的
に
は
専
ら
相
互
主
観
性
の
問
題
系
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
他
者
構
成
の
分
析
の
遂
行

と
並
行
的
に
連
動
し
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
一
般
に
、
他
者
構
成
論
を
扱
っ
た
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
第
五
省
察
の
静
態
的
・
準
発
生

的
な
方
法
で
は
、
例
の
「
感
情
移
入
」
論
に
よ
っ
て
他
者
は
一
方
向
的
に

(one'sided)
、
か
つ
前
言
語
的
に
第
一
次
的
な
エ
ゴ
に
基
づ

く
第
二
の
自
己
と
し
て
構
成
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
代
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
構
成
と
は
本
来
一
方

向
的
で
は
な
く
、
共
，
規
定
的
、
共
＇
構
成
的
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
際
立
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
第
一
に
認
識
論
的
レ
ベ
ル
で
の

、
、
、
、
、
、
、

単
な
る
我
ー
汝
関
係
の
中
で
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
規
範
的

(normativ)

レ
ベ
ル
で
の
言
語
的
か
つ
歴
史
（
伝
統
）
的
に
生

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

； 



、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

故
郷
世
界
と
い
う
概
念
は
、
そ
れ
を
共
に
構
成
し
て
い
る
者
達
の
グ
ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
「
わ
れ
わ
れ
人
間
達
」
や
「
共
に
あ
る
人
間

達
」
の
具
体
化
で
あ
る
「
故
郷
の
仲
間
達

(Heimgenossen)
」
（
ろ
[
.
2
2
1
)

の
概
念
と
併
せ
て
世
代
的
考
察
の
文
脈
に
お
い
て
フ
ッ

サ
ー
ル
が
頻
繁
に
使
用
す
る
言
葉
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
相
互
主
観
性
の
歴
史
的
伝
統
の
統
一
の
側
面
を
よ
り
際
立
た
せ
る
よ
う
な
「
意

味
」
の
規
範
的
に
重
要
な
地
理
・
歴
史
的
概
念
を
表
し
て
い
る
（
世
代
的
現
象
学
で
は
、
超
越
論
的
エ
ゴ
に
対
す
る
世
界
で
は
な
く
、
最

初
か
ら
「
故
郷
の
仲
間
達
」
を
通
し
て
形
成
さ
れ
る
「
故
郷
世
界
」
が
問
題
化
さ
れ
、
こ
の
両
者
の
相
関
性
を
分
析
の
俎
上
に
載
せ
る
こ

と
が
肝
要
と
な
る
）
。
言
語
も
ま
た
こ
の
意
味
の
伝
統
・
相
続
（
遺
産
）
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
次
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
さ
ら
な
る
可
能
性
の
条
件
と
し
て
、
故
郷
世
界
に
お
け
る
言
語
の
役
割
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
に
、
言
語
は
（
二
）
節
で
述
べ
た
よ
う
に
単
な
る
伝
達
機
能
と
し
て
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
ま
ず
そ
れ
の
習
慣
的
な
型

(
S
巳）、

つ
ま
り
故
郷
の
仲
間
達
と
い
う
世
代
的
に
一
群
の
人
々
に
よ
っ
て
有
意
味
性
を
持
つ
記
号
と
し
て
共
同
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま

四
故
郷
世
界
と
言
語
と
の
相
互
内
属

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
ー

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

成
し
つ
つ
形
成
さ
れ
て
き
た
相
互
主
観
的
グ
ル
ー
プ
同
士
の
間
で
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
一
方
で
共
＇
構
成
の
視
点
を

介
し
て
開
示
さ
れ
る
、
従
来
の
狭
い
相
互
主
観
的
な
「
他
者
」

(11
無
差
別
の
抽
象
的
な
わ
れ
わ
れ
一
般
）
の
限
定
を
越
え
て
い
く
よ
う

な
「
故
郷
の
仲
間
達
」
及
び
そ
の
相
関
者
で
あ
る
「
故
郷
世
界
」
と
い
う
両
概
念
と
、
受
動
的
総
合
に
お
け
る
時
間
の
動
態
性
を
敷
術
化

し
た
、
従
来
の
個
人
的
時
間
性
の
位
相
か
ら
共
同
体
の
時
間
性
、
つ
ま
り
歴
史
や
伝
統
の
時
間
性
へ
の
意
味
の
拡
大
と
い
う
二
つ
の
側
面

か
ら
、
世
代
性
に
お
け
る
言
語
の
持
つ
構
成
機
能
を
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

―
二
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り
、
言
語
を
通
し
て
故
郷
世
界
を
慣
れ
親
し
ま
れ
た
も
の
と
し
て
我
が
も
の
と
す
る
こ
と
は
、
当
該
の
言
語
に
習
熟
し
そ
れ
を
慣
習
化
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
言
語
そ
れ
自
体
の
機
能
と
は
一
旦
、
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
（
そ
の
際
、
例
え
ば
子
ど
も
の
言
語
獲

得
の
プ
ロ
セ
ス
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
発
達
心
理
学
な
ど
の
経
験
科
学
が
場
合
に
よ
っ
て
は
考
察
の
導
き
の
糸
を
提
供
し
て
く
れ

る
で
あ
ろ
う
。
世
代
的
現
象
学
は
こ
の
よ
う
に
経
験
科
学
の
成
果
を
む
し
ろ
積
極
的
に
受
容
す
る
も
の
で
あ
る
）
（
23)
。
わ
れ
わ
れ
は
身
近

な
両
親
や
先
生
な
ど
か
ら
標
準
語
・
方
言
(24)

・
訛
り
等
の
言
葉
を
徹
底
し
て
教
え
こ
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
私
の
身
体
は
世
界

構
成
の
原
点
と
し
て
機
能
し
な
が
ら
も
同
時
に
、
「
わ
れ
わ
れ
の
」
身
体
と
し
て
類
型
的
な
共
＇
人
間
的
な
地
平
を
世
代
的
起
源
に
お
い

て
常
に
す
で
に
構
成
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
X
V
.
1
8
3
)

。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
る
特
定
の
言
語
共
同
体
の
中
で
、

ま
ず
は
故
郷
の
仲
間
達
と
共
通
の
言
語
体
系
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
習
慣
に
よ
っ
て
育
て
上
げ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
や
が

て
そ
の
習
慣
的
な
型
が
社
会
的
な
当
為

(Solien)

と
な
り
、
「
相
互
了
解
性
」
(25)

の
表
現
を
形
成
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
を
後
代
に
伝
承

し
て
い
く

(tradieren)

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

(
X
I
V
.
2
2
9
)
<
2
6
)
0

第
二
に
、
こ
う
し
て
共
同
化
さ
れ
た
言
語
は
故
郷
世
界
の
経
験
を
媒
介
す
る
。
す
な
わ
ち
、
今
ま
で
有
限
で
閉
じ
ら
れ
て
い
た
故
郷
世

界
が
地
理
・
歴
史
的
に
そ
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
が
与
り
知
ら
ぬ
故
郷
世
界
の
出
来
事
に
つ
い
て
も
「
伝
達
に
お
け

る
、
そ
の
追
理
解
」
(27)

と
い
う
間
接
的
な
二
次
的
経
験
を
通
し
て
、
あ
た
か
も
自
分
が
そ
れ
を
実
際
、
見
た
か
の
よ
う
に

(als
o
b
)

所
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
故
郷
世
界
の
出
来
事
を
世
代
的
に
橋
渡
し
す
る
「
物
語

(Erziiltlung)」
や
、
そ
の
一
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
、
自
ら
を
故
郷
の
民
族

(
S
t
f
u
n
m
e
n
)

と
し
て
根
源
的
に
形
成
し
、
自
覚
化
し
て
い
く
「
神
話

(
M
y
t
h
o
s
)
」
（
ろ
[
.
4
3
1
)

の
機
能
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
日
常
の
物
語
に
お
い
て
は
、
（
二
）
節
で
の
「
対
話
」
の
次
元
は
、
若
者
が
年
配
者
と
戦
争
体
験
を
共
有
し
、

さ
ら
に
そ
れ
を
後
代
へ
と
継
承
し
て
い
く
よ
う
な
世
代
間
対
話
へ
と
深
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
故
郷
世
界
の
「
拡
大
に
役
立
つ
の
は
伝

達
す
る
言
表
に
よ
る
、
固
有
な
か
つ
共
同
経
験
の
総
合
的
な
補
完
で
あ
り
」
（
ろ
T
.
2
2
2
)
、
こ
の
言
語
に
よ
る
媒
介
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

―
二
五



フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

は
、
単
に
11

感
性
的
な
“
現
在
の
周
囲
世
界
を
持
つ
だ
け
で
は
な
く
、
「
言
語
的
に
＇
統
覚
的
な
地
平
」
（
ろ
迄

2
5
)

と
し
て
諸
世
代
を
ま

た
ぐ
よ
う
な
故
郷
の
仲
間
達
の
共
同
化
さ
れ
た
経
験
を
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
(28)

。
後
に
「
世
代
的
な
押
し
被
せ

（
号
erschiebung)
」
な
い
し
「
波
及
（
旨
ergreifen)
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
う
し
た
経
験
の
共
同
化
に
よ
っ
て
、
故
郷
世
界
な
い
し
民

族
の
統
一
的
な
現
在
と
過
去
と
が
個
人
の
本
源
的
な
経
験
の
領
域
を
越
え
て
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
り

(
g
X
.
8
)
、
そ
れ
ゆ
え
フ
ッ
サ
ー

ル
が
「
世
界
経
験
は
最
初
か
ら
共
同
体
の
経
験
で
あ
る
」

(
:
X
V
.
2
2
1
)

と
主
張
す
る
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
故
郷
が
ま
さ
に
「
わ
れ
わ
れ
の
」
故
郷
と
し
て
獲
得
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
「
我
有
化
（
ビ
1eignung、

appropria
号
n
)
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
意
味
の
我
有
化
と
し
て
機
能
す
る
故
郷
の
構
成
は
、
以
前
の
獲
得
物
で
あ
る
沈
澱
し
た
意

味
を
再
覚
醒
、
な
い
し
再
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
祖
先
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
共
同
体
の
歴
史
や
伝
統
を
反
復
的
に
我
が
も
の

と
し
て
い
く
「
世
代
的
な
濃
密
さ

(density)
」
に
依
存
し
て
い
る
(29)
。
そ
れ
ゆ
え
世
代
的
位
相
に
お
い
て
は
、
意
味
構
成
は
単
に
個
別

主
観
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
私
を
超
え
て
伸
び
拡
が
り
、
し
か
も
伝
統
に
由
来
す
る

(
s
t
a
m
m
e
n
aus)

の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ

故
郷
の
仲
間
達
は
ま
ず
は
故
郷
に
固
有
の
母
国
語
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
故
郷
世
界
を
慣
れ
親
し
み
の
地
平
と
し
て
構
成
し
、
意

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

思
疎
通
の
可
能
な
者
同
士
と
し
て
互
い
を
構
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
故
郷
を
構
成
す
る
こ
と
は
同
時
に
、
自
ら
を
故
郷
の

仲
間
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
こ
こ
に
は
、
我
有
化
に
お
い
て
働
く
共
同
体
の
超
越
論
的
な
構
成
機
能
、
言
わ
ば
世
代
的

「
志
向
性
」
と
で
も
呼
ば
れ
う
る
能
作
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
共
＇
人
間
的
な
故
郷
世
界
の
慣
れ
親
し
ま
れ
た
類

型
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
ス
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク
は
故
郷
と
根
源
を
同
じ
く
し
、
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
も
晩
年
に
度
々
使
用
す
る
「
幹

(
S
t
a
m
m
)
J

（ろ
T
.
2
2
5
、
ビ

mll、
4
6
3
)

と
い
う
術
語
と
関
連
づ
け
、
故
郷
の
我
有
化
は
従
来
の
発
生
的
位
相
に
お
け
る
時
間
の
自
己
構
成
に
代
表
さ

れ
る
「
原
構
成

(Urkonstitution)
」
と
し
て
で
は
な
く
、
私
の
主
観
性
の
能
力
を
超
え
る
出
自
（
出
所
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
へ

と
何
度
で
も
立
ち
返
り
、
向
う
と
い
う
仕
方
で
反
復
さ
れ
う
る
「

S
に
由
来
す
る
」
を
本
質
と
す
る
よ
う
な
「
幹
構
成

―
二
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(
S
t
a
m
m
k
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
)
」
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
く
(30)
。
簡
約
す
れ
ば
幹
と
は
、
伝
統
や
歴
史
を
我
が
も
の
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
慣
れ
親
し
ま
れ
て
い
く
意
味
構
成
の
原
故
郷
(
U
r
h
e
i
m
a
t
)
で
あ
り
、
大
地
地
盤
(
E
r
d
b
o
d
e
n
)
に
他
な
ら
な
い
。
わ
れ

わ
れ
は
事
象
的
に
は
む
し
ろ
、
最
初
に
故
郷
と
し
て
幹
構
成
さ
れ
、
し
か
る
後
に
自
己
を
故
郷
に
お
け
る
「
個
」
と
し
て
見
出
し
、
時
間

的
な
自
己
構
成

(11
原
構
成
）
を
行
な
う
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
個
体
的
エ
ゴ
の
時
間
性
の
次
元
で
さ
え
、
世
代
的
連
関
、
す
な
わ

ち
共
同
体
的
時
間
と
し
て
の
歴
史
や
伝
統
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
（
三
）
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
言

語
の
相
互
主
観
的
構
成
の
位
相
は
従
来
の
発
生
的
方
法
の
枠
組
み
を
逸
脱
し
て
、
世
代
的
現
象
学
と
い
う
新
た
な
方
法
の
も
と
で
掘
り
下

げ
ら
れ
、
か
つ
そ
の
意
義
が
鋳
直
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
言
語
が
共
同
体
の
生
の
持
続
的
な
形
式
と
し
て
存
在
し
、
か
つ
あ
ら
ゆ
る
文
化
の
基
盤
に
見
出
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、

故
郷
世
界
に
お
け
る
言
語
の
我
有
化
、
つ
ま
り
「
幹
構
成
」
は
歴
史
的
な
人
間
存
在
に
と
っ
て
必
須
の
要
件
で
あ
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の

も
、
一
部
の
例
外
を
除
け
ば
有
形
・
無
形
を
問
わ
ず
ほ
と
ん
ど
の
文
化
が
言
語
に
よ
る
刻
印
づ
け
に
依
拠
し
て
お
り
、
そ
れ
な
く
し
て
わ

れ
わ
れ
は
共
同
体
の
生
に
参
与
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
歴
史
や
そ
の
統
一
と
し
て
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
特
に
そ
の
際
、
言
語
に
よ
る
文
化
の
刻
印
づ
け
に
大
い
に
寄
与
す
る
の
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
諸
世
代
を
架
橋
す
る
故
郷
の
神

話
や
宗
教
な
ど
の
「
物
語
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
故
郷
の
仲
間
達
、
民
族
の
絆
は
固
く
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
物
語

る
こ
と
は
、
そ
の
発
生
的
起
源
と
し
て
の
「
著
者
」
に
よ
っ
て
完
了
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
故
郷
の
仲
間
達

(11
語
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

手
）
の
各
々
が
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
を
共
に
担
い
、
そ
れ
に
参
与
す
る
も
の
と
し
て
「
共
＇
構
成
」
的
に
当
該
の
物
語
を
再
生
産
、
反
復
、

継
承
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
「
世
代
的
な
濃
密
さ
」
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
本
稿
で
は
、
「
物
語
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
相

互
主
観
性
の
共
＇
構
成
的
な
契
機
と
し
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
言
語
論
の
発
展
的
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
側
面
を
指
摘
す
る
に
留
め
、
こ

れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
で
お
く
(31)
。
こ
こ
で
は
専
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
世
代
的
な
意
味
構
成
、
す
な
わ
ち
「
諸
世
代
を
通
じ
て
継
承
さ
れ
た

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
—
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

―
二
七



結
語
と
展
望

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
ー

伝
統
の
沈
澱
し
た
歴
史
的
意
味
を
、

、
、
、
、
、

じ
た
伝
統
に
由
来
す
る
意
味
構
成

何
ら
か
の
言
語
の
能
作
（
そ
れ
が
物
語
で
あ
れ
、
神
話
で
あ
れ
）
に
よ
っ
て
再
覚
醒
す
る
こ
と
を
通

(11
幹
構
成
）
」
に
参
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
洞
察
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。

繰
り
返
す
が
、
世
代
的
現
象
学
は
そ
の
出
発
点
を
も
は
や
超
越
論
的
エ
ゴ
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
伝
統
や
歴
史
を
共
に
担
う
言
わ
ば

「
社
会
的
生
」
と
し
て
の
「
わ
れ
わ
れ
人
間
達
」
つ
ま
り
「
故
郷
の
仲
間
達
」
に
置
い
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
と
相
関
し
て
、
（
『
イ
デ
ー
ン
』

一
巻
に
代
表
さ
れ
る
）
還
元
に
よ
っ
て
無
化
さ
れ
る
べ
き
世
界
に
対
し
て
、
常
に
す
で
に
前
提
さ
れ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
先
所
与
的
な
生

活
世
界
つ
ま
り
地
理
。
歴
史
的
な
「
故
郷
世
界
」
を
考
察
の
俎
上
に
載
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
（
一
）
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
超
越
論
的
哲
学
が
当
初
の
遡
及
的
方
法
に
よ
る
自
我
論
的
反
省
を
超
え
て
、
そ
の
外
部
地
平
に
あ
る
ム
ン
ダ
ー
ン
な
事
実

的
生
を
反
省
の
主
題
に
載
せ
る
構
築
的
方
法
に
よ
っ
て
新
た
な
現
象
学
の
領
域
を
開
示
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
も
は

や
従
来
の
超
越
論
的
エ
ゴ
に
よ
る
世
界
の
基
礎
づ
け
で
は
な
く
、
世
代
性
の
社
会
的
存
在
論
い
わ
ゆ
る
「
社
会
哲
学
」
へ
向
け
て
、
む
し

ろ
非
＇
基
礎
づ
け
主
義
的
な
超
越
論
的
現
象
学
の
可
能
性
を
問
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
世
代
性
に
つ
い
て
は
す
で
に
ヘ
ル

ト
や
ヴ
ァ
ル
デ
ン
フ
ェ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
先
駆
的
な
業
績
が
知
ら
れ
て
い
る
が
(32)
、
こ
の
事
象
を
現
象
学
に
お
け
る
最
も
具
体
的
な
次
元

と
見
な
し
、
そ
れ
を
非
＇
基
礎
づ
け
的
な
超
越
論
的
現
象
学
の
思
惟
の
可
能
性
と
し
て
読
み
込
み
、
さ
ら
に
そ
れ
を
数
多
の
社
会
的
理
論

に
対
抗
し
う
る
も
の
と
し
て
追
究
し
て
い
る
の
が
ス
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
テ
ク
ス
ト
に
は
ま
だ
な
お

社
会
的
世
界
の
超
越
論
的
・
現
象
学
的
哲
学
の
展
開
を
示
唆
す
る
萌
芽
が
隠
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
ま
さ
に
社
会
哲
学
の
諸
問
題
に
有
意

―
二
八



義
な
貢
献
を
為
し
う
る
も
の
と
し
て
拾
い
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
彼
は
言
う
。
わ
れ
わ
れ
が
本
論
稿
で
採
り
あ
げ
た
「
言
語
」
現
象

も
、
こ
の
世
代
性
の
次
元
と
根
源
的
に
交
差
す
る
重
要
な
契
機
で
あ
り
、
こ
れ
を
切
り
口
と
し
て
世
代
性
の
問
題
を
追
究
し
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
新
た
な
超
越
論
的
現
象
学
の
側
面
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
動
機
に
依
拠
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
他
者
問

題
、
つ
ま
り
相
互
主
観
性
の
問
題
と
絶
え
ず
絡
み
合
い
な
が
ら
進
展
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
以
上
の
新
た
な

超
越
論
的
哲
学
の
可
能
性
と
い
う
側
面
か
ら
言
語
問
題
を
捉
え
た
と
き
に
見
え
て
く
る
諸
課
題
を
示
唆
し
て
本
稿
を
締
め
括
り
た
い
。

既
述
し
た
よ
う
に
、
独
我
論
的
考
察
か
ら
相
互
主
観
的
考
察
へ
の
展
開
と
い
う
発
生
の
比
喩
に
よ
っ
て
、
言
語
は
個
別
主
観
的
生
に
お

け
る
意
味
志
向
の
位
相
か
ら
、
社
会
的
・
相
互
交
渉
的
作
用
に
お
け
る
対
話
の
位
相
を
経
て
、
最
終
的
に
は
文
字
言
語
や
物
語
な
ど
に
よ

る
思
想
の
伝
達
・
継
承
の
位
相
(33)

へ
と
展
開
し
て
い
く
過
程
が
辿
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
フ
ッ
サ
ー
ル
は
初
期
か
ら
一
貫
し
て
言
語
に
こ
れ

ら
三
つ
の
役
割
を
認
め
て
い
た
が
(34)
、
そ
れ
ぞ
れ
前
者
は
後
者
の
抽
象
化
さ
れ
た
次
元
で
あ
る
こ
と
が
露
呈
さ
れ
、
言
語
は
個
別
主
観
的

な
発
生
の
枠
組
み
を
越
え
る
相
互
主
観
的
な
世
代
性
に
お
い
て
初
め
て
そ
の
十
全
な
構
成
機
能
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
こ
の

言
語
論
の
展
開
を
可
能
に
し
た
の
が
静
態
的
•
発
生
的
・
世
代
（
生
産
）
的
と
深
化
し
て
い
く
「
現
象
学
の
世
代
化
」
の
運
動
で
あ
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
世
代
的
現
象
学
の
遂
行
は
そ
れ
自
体
が
フ
ッ
サ
ー
ル
を
通
し
て
・
越
え
て
い
く
哲
学
的
思
惟
の
不
断
の
歩
み
と
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
と
い
う
の
も
そ
れ
は
学
問
と
し
て
の
現
象
学
の
「
更
新

(Emeuerung)
」（
35)

に
他
な
ら
ず
、
同
時
に
現
象
学
者
自
身

が
故
郷
の
仲
間
達

(11
学
者
仲
間
）
と
共
に
自
ら
の
対
象
と
し
て
い
る
世
代
性
に
巻
き
込
ま
れ
つ
つ
思
惟
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
、
現

象
学
と
世
代
性
と
の
相
互
内
属
の
問
題
に
も
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
第
五
省
察

の
末
尾
で
予
告
さ
れ
、
そ
の
補
完
と
し
て
の
フ
ィ
ン
ク
の
第
六
省
察
で
表
明
さ
れ
た
現
象
学
的
営
み
の
自
己
自
身
へ
の
関
わ
り
、
つ
ま
り

現
象
学
的
哲
学
の
自
己
認
識
の
課
題
に
関
わ
っ
て
く
る
最
重
要
な
テ
ー
マ
で
も
あ
る

(
3
6
)
0

こ
の
よ
う
に
世
代
的
に
開
か
れ
た
可
能
性
と
し
て
の
世
代
的
現
象
学
の
遂
行
を
通
し
て
、
言
語
共
同
体
に
お
け
る
「
わ
れ
わ
れ
の
地

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
ー

―
二
九



フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
—

-＝
10 

平
」
の
問
題
系
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
言
語
論
を
社
会
哲
学
の
方
向
へ
と
発
展
さ
せ
る
豊
か
な
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
彼
に

あ
っ
て
は
社
会
的
作
用
の
超
越
論
的
な
基
礎
づ
け
の
機
能
は
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
り
（
訂
）
、
「
超
越
論
的
社
会
学
」
(38)
と
い
っ
た
術
語
で
断
片

的
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
（
こ
こ
で
言
う
基
礎
づ
け
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
エ
ゴ
に
よ
る
一
方
向
的
な
そ
れ
で
は
な
く
、
自

己
と
他
者
と
の
、
あ
る
い
は
故
郷
世
界
と
異
郷
世
界
と
の
相
互
的
な
基
礎
づ
け
の
こ
と
で
あ
る
）
。
し
か
し
（
二
）
節
で
触
れ
た
伝
達
共

同
体
に
お
け
る
言
語
の
双
務
性
の
考
察
と
そ
こ
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
分
析
的
な
言
語
行
為
論
な
い
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
と
の
親

近
性
は
、
規
範
的
＇
語
用
論
的
な
社
会
理
論
の
先
駆
的
形
態

(
H
・
マ
ー
ス
）
を
示
し
て
お
り
、
ひ
い
て
は
故
郷
世
界
に
お
け
る
言
語
機

能
の
発
展
的
記
述
が
、
こ
の
課
題
に
大
い
に
貢
献
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
局
面
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
な

か
で
も
、
わ
れ
わ
れ
が
異
郷
世
界

(11
異
文
化
）
と
出
合
う
と
き
に
制
度
化
さ
れ
た
故
郷
世
界
の
言
語
体
系
の
動
揺
や
相
対
化
が
起
こ

り
、
既
存
の
慣
れ
親
し
ま
れ
た
合
理
性
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
故
郷
の
自
覚
を
促
さ
れ
る
と
い
う
事
態
(39)
や
、
さ
ら
に
は
あ
る
故
郷
民

族
が
他
民
族
の
物
語
神
話
を
摂
取
・
融
合
す
る
こ
と
に
よ
る
故
郷
の
物
語
の
新
た
な
文
化
の
更
新
が
可
能
に
も
な
る
(40)
。
そ
れ
に
よ
っ
て

初
め
て
故
郷
と
異
郷
と
が
相
互
に
規
定
・
構
成
さ
れ
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
「
自
己
異
化
」
や
「
相
互
異
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
こ
そ

諸
民
族
の
永
続
的
な
相
互
理
解
の
地
平
が
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
来
的
次
元
も
、
元
々
転
倒

不
可
能
な
（
日
e
v
e
r
s
i
b
l
e
)

者
同
士
、
す
な
わ
ち
広
義
の
自
己
と
他
者
と
が
言
わ
ば
「
非
対
称
の
対
称
」
を
形
成
す
る
よ
う
な
一
種
の
相

互
承
認
の
位
相
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
伝
達
共
同
体
に
お
け
る
言
語
機
能
の

分
析
は
、
「
現
象
学
の
世
代
化
」
の
運
動
を
社
会
的
・
相
互
交
渉
的
作
用
の
超
越
論
的
な
基
礎
づ
け
の
方
向
へ
と
推
進
し
て
い
く
端
緒
と

フ
ッ
サ
ー
ル
以
後
の
新
た
な
現
象
学
の
展
開
に
つ
な
げ
て
い
く
試
金
石
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



注(
l
)
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
引
用
・
参
照
箇
所
の
ロ
ー
マ
数
字
は
本
文
、
注
と
も
に
『
フ
ッ
サ
ー
ル
著
作
集

(Husserliana)
』
の
巻
数
を
、
ア

ラ
ビ
ア
数
字
は
ペ
ー
ジ
数
を
表
す
。
ま
た
草
稿

(
M
s
)

か
ら
の
引
用
は
、
注
に
典
拠
先
を
記
す
。

(2)
メ
ル
ロ
11
ポ
ン
テ
ィ
は
こ
こ
で
、
現
象
学
を
一
個
の
教
説
、
出
来
上
が
っ
た
思
想
と
し
て
で
は
な
く
、
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
の
内
部
で
さ
え
工

ゴ
の
構
成
的
歴
史
を
露
呈
す
る
た
め
に
更
新
さ
れ
る
「
発
生
的
現
象
学
」
や
「
構
築
的
現
象
学
」
と
い
う
こ
れ
ら
の
方
法
が
、
従
前
の
方
法
と

絶
え
ず
矛
盾
を
卒
み
な
が
ら
発
展
し
て
い
く
未
完
結
の
開
か
れ
た
運
動
と
見
な
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
ち
な
み
に
邦
訳
（
み
す
ず
書
房
）
で

は
後
者
を
「
構
成
的
現
象
学
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
従
来
の
静
態
的
•
発
生
的
方
法
に
お
け
る
超
越
論
的
な
「
対
象
」
構
成
的
現
象

学
の
意
味
で
理
解
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

(3)
＜
El.
、
F
甘
K
、
E.
、
VI.
Cartesianische Meditation
、
Teil1•Die 

I
d
e
e
 
einer t
r
a
n
s
z
e
n
d
e
n
t
a
l
e
n
 M
e
t
h
o
d
e
n
,
l
e
h
r
e
、
菩
Husserliana

D
o
k
u
r
n
e
n
t
e
 B
d
.
 II 
/
 1

、
§
6、
§
7
.

な
お
本
節
の
論
述
は
拙
論
『
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
的
」
現
象
学
の
可
能
性
に
つ
い
て
』
（
『
倫
理
学
研
究
』
第
3
3
号
関
西
倫
理

学
会
編
）
の
第
（
二
）
節
の
内
容
を
ほ
ぽ
援
用
し
た
。

ち
な
み
に
『
第
六
省
察
』
と
歴
史
的
、
内
容
的
に
密
接
に
関
連
す
る
E
・
フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
現
象
学
的
哲
学
体
系
」
に
つ
い
て
の
フ
ィ
ン
ク

案
は
、
そ
の
大
部
分
が
フ
ッ
サ
ー
ル
案
に
対
応
し
て
お
り
、
ま
た
両
人
の
綿
密
な
討
議
が
な
さ
れ
た
と
い
う
が
、
も
っ
と
も
フ
ッ
サ
ー
ル
が
全

て
に
満
足
を
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
一
部
の
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
フ
ィ
ン
ク
の
「
構
築
的
現
象
学
」
と
い

う
明
示
的
方
法
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
例
え
ば
『
相
互
主
観
性
の
現
象
学
』
等
に
お
い
て
生
殖
や
子
ど
も
の
世
界
構
成
の
問
題
に
言
及
し
た
い
わ

ゆ
る
「
再
構
成
的
」
現
象
学
の
様
ざ
ま
な
試
み
を
総
合
的
に
勘
案
す
れ
ば
、
フ
ッ
サ
ー
ル
＇
フ
ィ
ン
ク
の
構
想
と
見
な
し
て
差
し
支
え
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

(4)
誕
生
や
死
と
い
っ
た
経
験
の
限
界
性
を
、
私
の
自
己
固
有
性
の
領
域
に
は
回
収
し
尽
く
せ
な
い
「
異
他
性
」
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
フ
ッ

サ
ー
ル
が
「
本
源
的
に
接
近
不
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
の
確
証
可
能
な
接
近
可
能
性
」

(I.144)
で
あ
る
と
か
、
「
了
解
不
可
能
性
と
い
う
様
態

に
お
け
る
、
本
来
的
な
接
近
不
可
能
性
に
お
け
る
接
近
可
能
性
」
（
ろ
ミ
i31)

等
と
述
べ
る
異
他
経
験
の
逆
説
的
規
定
も
こ
れ
ら
の
世
代
性
の

次
元
に
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

(
5
)
V
g
l
.
、
<
g
k
e
r
c
k
h
o
v
e
n、
G.、
E
u
g
e
n
Finks 
Phiinomenologie 
der 
VI. 
Cartesianischen 
Meditation
、
i
n
:
P
h
a
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
s
c
h
e

F
o
r
s
c
h
u
n
g
e
n
 Band、
3
0
、S.217£.

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

三



フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

： 

(
6
)
F届
、

E.、
VI.
Cartesianische Meditation、
Teil
2. 
Ergiinzungsband、
菩
H
u
s緊
え
i
g
a
D
o
k
u
m
e
n
t
e
 Bd. II 
/2、
S.319.

(7)Steinbocl̂
、
A.、
H
o
m
e
and B
e
y
o
n
d
|
G
3
q
d迂
1e
Phenomenolo逗
品
qHusserl、
Northwestern
University Press 
Evanston, 

日。腟
1995、
p.264,268.

た
だ
し
ど
う
い
う
訳
か
、
ス
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク
は
本
節
で
の
鍵
概
念
で
あ
る
「
構
築
的
」
方
法
を
、
自
ら
の
主
張
で
あ
る
「
世
代
的
」
方
法
と
表

明
的
に
関
連
づ
け
て
論
じ
て
い
な
い
。

(8)
も
っ
と
も
こ
の
こ
と
は
裏
返
し
て
言
え
ば
、
ヴ
ァ
ル
デ
ン
フ
ェ
ル
ス
が
指
摘
す
る
よ
う
に
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
い
て
は
エ
ゴ
に
よ
る
基
礎
づ

け
主
義
と
、
非
＇
基
礎
づ
け
主
義
と
の
間
に
微
妙
な
両
義
性
が
存
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

w姜
i
g符
K
、
B・
、
H
S
I
l
d
a
且
A
百
g
r
l
d、
甘
臣
凹
5
m
g
o
l
o
居
g
e
F
g
只
廿
目
習
g
n
d
e
r
b
a
n
d
P
h
e
n
o
m
g
o
l
o
g
y
 of Interculturality 

§dLife,world、
P.7,79.

w長
9£els,
B.、
T
S
o
g吾
hie
des Fremden、
Frank£
日
t
a
.
M
.
＂
s
局
百
m
p、
1997、
S.78£・

(
9
)
g
S
t
e
i
n
b
o
c
k
.、
0p.cit.
p.1,9. 

(10)
言
う
ま
で
も
な
く
、
静
態
的
方
法
は
狭
義
で
は
『
イ
デ
ー
ン
』
一
巻
で
表
明
的
に
宣
言
さ
れ
た
現
象
学
的
還
元
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
る
純

粋
意
識
の
領
野
、
つ
ま
り
ノ
エ
シ
ス
・
ノ
エ
マ
の
構
造
連
関
を
探
求
す
る
方
法
で
あ
る
が
、
す
で
に
『
論
研
』
第
一
研
究
に
お
い
て
も
、
言
語

表
現
に
纏
わ
り
つ
く
一
切
の
偶
因
的
・
非
本
質
的
な
外
的
要
素
を
排
除
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
表
現
が
そ
れ
と
し
て
成
り
立
っ
た
め
の
純
粋
な
意

味
志
向
へ
と
還
帰
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
一
種
の
現
象
学
的
還
元
の
操
作
が
為
さ
れ
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
何
よ
り

も
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
意
識
の
構
造
分
析
に
当
た
っ
て
時
間
の
自
己
構
成
、
言
わ
ば
意
識
の
「
内
的
歴
史
」
の
次
元
を
一
切
捨
象
す
る
こ

と
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
『
論
研
』
で
の
独
我
論
的
な
考
察
を
広
義
で
の
静
態
的
方
法
と
見
な
し
て
も
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

野
家
啓
一
『
言
語
行
為
の
現
象
学
』
八
六
頁
、
及
び
そ
の
注
―
―
五
頁
参
照
。

(11)
『
論
研
』
第
一
研
究
に
お
け
る
こ
の
反
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
主
義
と
い
う
こ
と
ば
は
、
以
下
の
論
文
か
ら
採
用
し
た
。

八
重
樫
徹
『
フ
ッ
サ
ー
ル
の
言
語
行
為
論
—
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
象
学
に
む
け
て
」
ー
』
（
東
京
大
学
人
文
社
会
系
研
究
科
哲
学

研
究
室
『
論
集
』
二
五
二

0
0七
年
）
二
七
二
頁
以
下
参
照
。

た
だ
フ
ッ
サ
ー
ル
は
『
論
研
』
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
働
き
そ
の
も
の
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
厳
密
に
は
「
非

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
主
義
」
と
い
う
規
定
の
方
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
八
重
樫
は
同
論
文
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
言
語
行
為
論
と

も
呼
ば
れ
る
べ
き
位
相
を
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
現
象
学
派
(
J
・
ダ
ウ
ベ
ル
ト
な
ど
）
に
よ
っ
て
批
判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
た
『
論
研
』
第
一
•
第



六
研
究
の
吟
味
・
検
討
か
ら
始
め
て
、
『
イ
デ
ー
ン
』
二
巻
の
社
会
的
作
用
の
分
析
、
後
期
以
降
の
「
伝
達
共
同
体
」

の
新
た
な
草
稿
な
ど
を
も
参
照
し
な
が
ら
仔
細
に
跡
づ
け
て
い
る
。

(
1
2
)
M
a
a
B
,
H
.
、Phiinomenologie
i
m
 Dialogー

Sprachphilosophische
Interpretation z
u
 Husserl、Heidegger
u
n
d
 Levinas,2002、S.176.

(13)
八
重
樫
前
掲
書
参
照
。

(
1
4
)
M
a
a
B
,
e
b
d、
S.177f.

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

(15)
た
だ
し
厳
密
に
は
、
感
情
移
入
と
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
構
成
的
に
依
存
し
あ
っ
て
い
る
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
と
い
う
の

も
、
後
述
の
言
語
行
為
の
共
遂
行
は
私
の
語
り
か
け
と
共
に
他
者
の
聴
取
（
聞
き
届
け
）
の
確
証
に
必
要
な
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
や
う
な
ず
き
な

ど
の
身
体
的
表
出
を
も
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
こ
の
事
態
を
「
私
の
身
振
り

(
G枇
e)

に
お
い
て
、
か
つ
無
造

作
に
表
現
さ
れ
る
願
望
を
、
言
語
的
表
現
、
語
り

(
R
e
d
e
)

と
結
び
つ
け
る
」
（
ろ
[.474)

こ
と
と
し
て
見
て
い
た
。

(
1
6
)
M
a
a
B
,
e
b
d、
S.179.

マ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
ラ
イ
ナ
ッ
ハ
の
社
会
的
作
用
の
概
念
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
自
ら
の
立
場
で
あ
る
超
越
論
的
な
所
与
様

、
、
、
、
、
、
、
、
、

式
の
相
に
お
け
る
「
関
与
者
の
視
点

(
S
t
a
n
d
p
u
n
k
t
d
e
r
 T
e
i
l
n
e
h
m
g
d
e
r
)
」
に
よ
っ
て
、
社
会
的
連
関
に
お
い
て
相
互
に
関
係
づ
け
ら
れ

る
よ
う
な
規
範
的
＇
語
用
論
的
な

(
n
o
r
m
a
t
i
v
,
p
r
a
g
m
a
t
i
s
c
h
)

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
析
に
着
手
し
て
い
た
と
し
て
、
ラ
イ
ナ
ッ
ハ
よ
り

も
一
歩
先
へ
と
進
ん
で
い
る
と
い
う
。
ま
た
彼
は
、
前
・
中
期
フ
ッ
サ
ー
ル
の
個
別
主
義
的
な
還
元
の
操
作
や
、
自
然
主
義
的
な
思
惟
の
残
滓

を
手
厳
し
く
批
判
し
つ
つ
も
、
後
期
か
ら
晩
年
に
か
け
て
の
言
語
分
析
、
特
に
草
稿
「
共
同
精
神
ー
・

11
」
（
己
V.165,1
忠、

192,203)

や

「
伝
達
共
同
体
の
現
象
学
」
（
ろ
1.461-479)

の
考
察
を
、
例
え
ば
分
析
哲
学
の

J
.
L
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
や
P
・
グ
ラ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
理
論
の
先
駆
的
形
態
と
見
な
し
、
両
者
の
切
り
結
ぶ
接
点
の
豊
か
な
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

(17)
私
見
に
よ
れ
ば
、
『
相
互
主
観
性
の
現
象
学
』
第
三
巻
の
伝
達
作
用
の
分
析
（
ろ
1.473ff)

で
は
、
「
伝
達
作
用
と
、
そ
れ
を
媒
介
と
し
て

他
者
の
も
と
で
惹
き
起
こ
す
こ
と

(E;rirkung)
を
私
が
終
極
的
に
意
図
す
る
作
用
」
と
が
区
別
さ
れ
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
言
語
行
為
論
に

お
け
る
「
発
語
内
行
為
」
と
「
発
語
媒
介
行
為
」
の
区
別
と
類
似
の
議
論
が
先
取
り
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

八
重
樫
前
掲
書
（
二
八
四
頁
）
も
参
照
。

(
1
8
)
W芸
d
g
f
e
l
s、B
.
、0p.cit.
p.79. 

祠）
Steinbock.、
0p.cit.
p.191,193. 

発
生
的
現
象
学
、
特
に
連
合
の
理
論
と
時
間
の
動
態
性
が
次
に
来
る
世
代
的
現
象
学
の
導
き
の
糸
に
な
る
と
い
う
ス
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク
の
着
眼

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

の
現
象
学
や
、
そ
の
他

>



フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

一
三
四

の
視
点
が
世
代
的
言
語
観
の
導
き
の
糸
に
な
る
と
い
う
筆
者
の
主
張
に
大
い
に
参
考
に

は
、
本
論
稿
に
お
け
る
対
話
的
言
語
観
の
「
共
構
成
」

な
っ
た
こ
と
を
申
し
述
べ
て
お
く
。

(20)
野
家
啓
一
『
「
意
味
論
的
還
元
」
か
ら
「
解
釈
学
的
還
元
」
へ
』
（
『
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
』
）
―
-
七
六
頁
以
下
参
照
。

(21)
後
期
の
『
形
式
論
理
学
と
超
越
論
的
論
理
学
』
の
冒
頭
で
も
同
様
に
、
意
味
充
実
さ
れ
た
言
説

(Rede)
と
し
て
の
言
語
的
形
成
物
は
言

語
的
身
体
と
表
現
さ
れ
た
意
味
と
の
具
体
的
統
一
と
見
な
さ
れ
、
言
語
的
身
体
性

(Leiblichkeit)

は
精
神
的
身
体
性
そ
の
も
の
で
あ
る
と
主

張
さ
れ
る
（
ろ
臼
．
け
）
。

(22)
共
同
精
神
と
い
う
言
葉
の
初
出
は
『
イ
デ
ー
ン
』
二
巻

(IV.243)
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
相
互
主
観
性
の
現
象
学
』
第
二
巻
で
は
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
あ
る
精
神
的
産
出
物
は
必
然
的
に
、
諸
主
観
の
全
て
の
共
同
（
通
）
性
を
媒
介
し
、
か
つ
可
能
に
す
る
よ
う
な
対
象
圏
域
（
す
な
わ
ち
物
理

圏
域
）
に
お
け
る
表
現
を
介
し
て
共
同
の
所
有

(Gemeinbesitz)
と
な
る
」
（
己
＜
．
は
8
)

。

(23)
す
で
に
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
こ
と
は
銅
眼
で
あ
る
。

「
成
熟
し
た
人
の
伝
達
や
交
渉
は
、
成
熟
以
前
の
伝
達
や
相
互
交
渉
の
形
成
ー
母
と
子
の
間
の
そ
れ
ー
を
前
提
し
て
い
る
」
（
ろ
T
.
5
8
2
)
。
我
有

化
の
構
成
分
析
に
関
し
て
要
求
さ
れ
る
の
は
、
子
ど
も
の
言
語
獲
得
の
研
究
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ラ
ン
ト
グ
レ
ー
ベ
は
、
「
前
言
語
的
な
」
年
代

に
お
け
る
子
ど
も
の
言
語
獲
得
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
キ
ネ
ス
テ
ー
ゼ
的
自
己
運
動
に
よ
る
学
習
や
練
習
を
通
し
て
こ
と
ば
を
我
が
も
の
と
し
て
い

く
「
超
越
論
的
な
」
制
約
と
見
な
し
て
い
る
。

Vgl.、L
§
d
咆
e
b
e、
L.、Phiinomenologische
Analyse u
n
d
 Dialektik、
苔
p
江
i
n
o
m
g
o
l
o咆
sche
F
o
r
s
c
h
u
n
g
e
n
,
 Bd. 1
0
、
S.72£.

(24)
こ
こ
で
言
語
と
方
言
と
を
厳
密
に
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
言
語
が
民
族
一
般
に
対
応
す
る
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
方
言
は

専
ら
地
域
共
同
体
の
中
で
育
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
目
下
の
故
郷
世
界
の
我
有
化
に
お
い
て
は
こ
の
方
言
の
持
つ
含
蓄
が
よ
り
際
立
た
せ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
方
言
は
単
に
「
人
の
言
葉
と
い
う
よ
り
は
、
人
の
語
る
言
葉
が
同
時
に
場
所
の
言
葉
で
も
あ
る
よ
う

な
、
人
と
湯
所
が
未
分
化
な
両
者
の
関
係
性
に
お
い
て
発
せ
ら
れ
る
言
葉
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
方
言
と
故
郷
世
界
（
な
い
し
風

土
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
さ
ら
な
る
考
察
が
求
め
ら
れ
る
。

(25)
和
辻
哲
郎
か
ら
の
術
語
。
『
倫
理
学
（
二
）
』
（
岩
波
文
庫
）
三
六
四
頁
以
下
参
照
。

和
辻
に
よ
れ
ば
、
言
語
と
は
私
と
他
者
と
が
相
互
に
限
定
さ
れ
る
「
間
柄
」
を
形
成
す
る
よ
う
な
言
語
活
動
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
言
語
活

動
は
言
語
を
作
る
こ
と
に
お
い
て
間
柄
を
作
る
と
こ
ろ
の
、
二
重
の
創
作
活
動
と
さ
れ
る
。
こ
の
洞
察
も
ま
さ
し
く
共
同
体
に
お
け
る
言
語
の



、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

間
身
体
的
な
他
者
と
の
共
同
化
、
な
い
し
類
型
的
な
共
＇
人
間
的
な
地
平
の
形
成
と
い
う
上
述
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
考
え
と
軌
を
一
に
し
て
い
る

と
言
を
る
。

(26)
「
共
同
世
界
は
、
そ
れ
ゆ
え
故
郷
世
界
は
全
て
す
で
に
伝
達
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
、
そ
し
て
伝
達
の
常
に
新
た
な
可
能
性
を
創
出
す
る
。

共
同
の
生
に
お
い
て
結
合
さ
れ
た
民
族
性
の
慣
れ
親
し
ま
れ
た
伝
統
的
な
生
活
周
囲
世
界
と
し
て
の
共
同
世
界
は
、
た
だ
単
に
結
合
さ
れ
た
諸

人
格
の
伝
達
機
能
に
基
づ
い
て
生
じ
て
く
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
以
下
の
よ
う
な
仕
方
で
の
み
恒
常
的
な
故
郷
世
界
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
共
＇
構
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
故
郷
世
界
に
属
し
て
い
る
の
が
伝
達
の
習
慣

(Sitte)
、
つ
ま
り
万
人
が
育
て
あ
げ
ら
れ
て
い
く
所
以
の
習

慣
的
な
伝
達
の
型

(S巳
）
ー
最
広
義
に
お
け
る
言
語

(Sprache)
ー
な
の
で
あ
る
」

(Ms.

AVll23、
9此
‘
q
t
d、
in:Steinbock、
A.、
0
p、g.‘

p.307)
。

ち
な
み
に
、
言
語
の
み
な
ら
ず
当
該
の
言
語
共
同
体
に
お
い
て
長
年
の
間
受
け
継
が
れ
て
き
た
慣
習
や
儀
式
、
食
事
の
様
式
な
ど
も
文
化
行

為
と
し
て
の
因
襲
的

(konventionell)
、
伝
統
的
な
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
全
て
「
だ
か
ら
人
は
そ
う
す
る
」
、
「
だ
か
ら
人
は
そ
う
振

る
舞
う
は
ず
だ

(soilg)
」
と
い
う
個
別
人
格
を
越
え
た
誰
に
と
っ
て
も
妥
当
す
る
共
＇
統
覚
的
な
有
意
味
性
の
層
が
付
着
し
て
い
る

(XIV.

は
5
)

と
い
う
。

(27)
こ
の
「
追
理
解

(
N
a
c
h
v
e
r
s
t
e
h
g
)
」
の
概
念
は
ま
た
、
故
郷
の
、
異
郷
世
界
へ
の
拡
大
や
踏
み
越
え
に
つ
い
て
も
援
用
さ
れ
、
同
様
に

例
え
ば
、
国
家
（
民
族
）
的
な
感
情
移
入
（
ろ
r
．む
6
)

と
い
う
言
い
方
も
垣
間
見
ら
れ
る
。

(28)
フ
ッ
サ
ー
ル
は
諸
世
代
を
結
び
つ
け
る
者
の
役
割
と
し
て
、
年
老
い
た
人
（
巳
e
と
ten)
を
伝
統
や
過
ぎ
去
っ
た
歴
史
性
の
保
存
者
、
若

者

(Jugend)
を
伝
統
の
受
容
の
た
め
の
媒
介
者
と
し
て
い
る
（
さ

e(.40)。

(29)d.、
Steinbock、
A.、
0
p
`
g
.、
p.184̀
215̀
229、N
だ、
243.

こ
れ
は
、
知
覚
経
験
の
「
正
常
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち
最
適
な
仕
方
で

(optimal)
与
え
ら
れ
た
経
験
対
象
が
反
復
し
て
知
覚
さ
れ

る
こ
と
で
、
一
律
調
和
的
（
einstimmig)
と
な
り
、
何
ら
か
の
理
念
性
を
帯
び
た
と
き
に
最
適
さ
が
類
型
性
（
Typik)
と
な
り
、
や
が
て

慣
れ
親
し
み

(Vertrautheit)

の
地
平
を
身
に
ま
と
い
、
「
発
生
的
な
濃
密
さ
」
を
獲
得
す
る
と
い
う
場
合
と
類
比
的
に
解
釈
さ
れ
る
。

(
3
0
)
d
.、
Steinbocl̂
、
A.、
0
p、g
.、
p.194-196.

こ
の
S
t
a
m
m
の
概
念
は
第
一
義
的
に
は
、
種
族
な
い
し
民
族
を
意
味
す
る
(
V
I
.
3
1
9

、3
2
6、X
V
•お
2
、X
X
I
X
.
3
7
£
)

。

ま
た
、
こ
の
「

S
に
由
来
す
る

(
S
t
a
m
m
g
a
g
)
」
の
術
語
は
す
で
に
、
後
述
す
る
一
九
二

0
年
代
の
「
更
新
」
に
関
す
る
論
稿
に
お
い
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

学
問
の
客
観
性
は
普
遍
的
確
信
、
古
く
か
ら
努
力
し
て
獲
得
ざ
れ
て
き
た
伝
統
に
由
来
す
る
（
さ
2Il.76)
と
し
て
、
学
問
と
共
同
体
の
「
生

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

一
三
五



フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

成
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

(31)
ス
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク
は
こ
こ
で
、
世
代
性
と
歴
史
的
物
語
（
な
い
し
神
話
）
と
の
相
互
内
属
の
次
元
を

P
・
リ
ク
ー
ル
の
『
時
間
と
物
語
』

や
D
・
カ
ー
の
『
時
間
・
物
語
・
歴
史
』
、

A
・
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア
の
『
美
徳
な
き
時
代
』
等
の
見
解
と
対
質
さ
せ
な
が
ら
論
じ
て
い
る
が
、

こ
の
次
元
に
つ
い
て
は
こ
れ
自
身
が
固
有
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
ま
た
現
在
の
筆
者
の
能
力
を
超
え
て
い
る
の
で
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

(
3
2
)
V
g
l
.
、
H
e
l
d
、

K
.、
H
e
i
m
w
e
l
t
、
F
r
e
m
d
w
e
l
~
、
d
i
e

eine Welt、in:Ph
菩
o
m
e
n
o
l
o
g
i
s
c
h
e
F
o
r
s
c
h
u
n
g
e
n
 Band、
2
4
/
2
5
.

V
g
l
.
、
W娑
denfels、B.、Verschriinkung
von Heimwelt u
n
d
 Fremdwelt、in:Topographie
des Fremden、Frankfurt、a.
M.:Suhrkamp、

1
9
9
7
.
 

(33)
文
字
言
語
（
文
書
や
記
録
）
、
伝
承
、
記
念
碑
（
碑
文
）
等
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
記
述
は
以
下
を
参
照
。

Vgl.、Hua、
V
I
.
3
7
1
、3
7
3
、X
V
.
1
7
5
、
22#、4
7
7
、4
7
9
、X
V
I
I
.
3
0
£
、X
X
I
X
.
6
£

、9
、
11f、1
4
.

す
で
に
『
論
研
』
の
「
純
粋
論
理
学
の
た
め
の
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
」
の
冒
頭
で
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
。

「
学
問
は
文
献
(
L
i
t
e
r
a
t
u
r
)
の
う
ち
で
の
み
、
客
観
的
に
存
立
し
、
…
著
作
(
S
g
丑
ダ
,
e
r
k
e
n
)
と
い
う
形
で
の
み
独
自
に
存
立
す
る
。
こ

の
よ
う
な
形
で
学
問
は
数
千
年
来
、
伝
播
さ
れ
、
個
人
や
世
代
や
民
族
を
越
え
て
存
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
ろ
臼
I
.
2
7
£
)
。

(34)
言
語
の
三
つ
の
位
相
に
つ
い
て
は
、
浜
渦
辰
二
『
フ
ッ
サ
ー
ル
間
主
観
性
の
現
象
学
』
創
文
社
ニ
―
七
頁
以
下
参
照
。

(35)
「
更
新
」
の
概
念
は
フ
ッ
サ
ー
ル
が
、
一
九
二

0
年
代
初
期
の
一
連
の
論
考
で
、
社
会
的
、
政
治
的
か
つ
倫
理
的
な
人
間
文
化
の
変
容
に
対

し
て
使
用
し
た
表
現
で
あ
り
、
単
に
個
別
人
格
に
よ
る
理
性
の
自
己
実
現
に
留
ま
ら
ず
、
共
同
体
の
倫
理
的
な
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
に
与
え
ら
れ

た
名
称
で
あ
る
。
そ
の
際
、
人
間
文
化
の
更
新
は
最
終
的
に
は
、
個
別
主
観
の
意
志
を
遍
＜
貫
い
て
い
る
共
同
体
の
普
遍
的
な
意
志
統
一
に
よ

る
と
さ
れ

(
g
I
.
5
2
£
)
、
言
語
も
個
別
人
格
同
士
の
社
会
的
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
―
つ
の
文
化
対
象
で
あ
る
限
り
は
、
共
同
体
の
不

断
の
更
新
に
寄
与
す
る
は
ず
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
更
新
に
関
す
る
三
つ
の
論
文
は
、
一
九
二
三
／
二
四
年
に
日
本
の
定
期
刊
行
雑
誌
『
改

造
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
間
の
事
情
は
フ
ッ
セ
リ
ア
ー
ナ
ニ
七
巻
の
編
者
の
序
に
詳
し
い
。

さ
て
、
学
問
と
共
同
体
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
学
者
達
の
共
同
の
生
は
周
囲
世
界
を
踏
み
越
え
て
共
人
類

(
M
i
t
r
n
e
n
s
c
h
h
e
i
t
)
ま
で
拡
大
さ
れ
る

(
V
I
.
3
3
4
f
f

、
X

己
X
.
1
3
,
1
5
)

と
い
う
。
例
え
ば
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
携
わ
っ
て
い
る
哲
学
も
、
世
代
を
越

え
て
継
承
さ
れ
る
共
同
体
の
為
す
作
業
の
無
限
の
プ
ロ
セ
ス
と
見
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
学
問
は
総
じ
て
孤
立
し
た
個
人
の
私
的
な

仕
事
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
さ
に
言
語
共
同
体
に
お
け
る
相
互
交
渉
的
な
対
話
、
な
い
し
文
字
言
語
に
沈
澱
し
た
テ
ク
ス
ト
の
意
味
の
再
覚
醒

と
批
判
的
な
再
解
釈
に
よ
る
世
代
間
の
仕
事
と
し
て
、
継
続
的
に
「
更
新
」
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ニ
ニ
六



(36)
超
越
論
的
な
も
の
の
「
世
界
化

(Verweltlichung)
」
の
問
題
系
に
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
歴
史
性
の
中
に
立
つ
現
象
学
や
現
象
学
者
自
身
、

特
に
現
象
学
を
営
む

(phiinomenolo咆
sierg)
活
動
性
を
も
含
め
て
、
超
越
論
的
現
象
学
の
自
己
認
識
の
問
題
を
示
唆
し
て
い
た

(Vgl.‘

H
u
a

ぅ`・
393、さ
e(.79£)
。

(
3
7
)
V
g
l
.、
MaaB,ebd̀
S.181£・

(38)
「
と
こ
ろ
で
わ
れ
わ
れ
が
、
超
越
論
的
自
我
論
か
ら
超
越
論
的
社
会
学
（
日
m
s
z
e
n
d
g
t供
e
Soziologie)

へ
と
歩
み
入
る
な
ら
ば
、
例
え

ば
抽
象
的
に
独
我
論
と
し
て
思
惟
さ
れ
た
エ
ゴ
か
ら
人
間
の
共
同
体
や
そ
の
世
界
へ
と
歩
み
入
る
な
ら
ば
、
エ
ゴ
と
し
て
の
私
に
と
っ
て
（
さ

ら
に
は
各
々
全
て
の
自
我
に
と
っ
て
）
新
た
な
仕
方
で
存
在
す
る
世
界
が
拡
大
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
や
（
何
ら
か
の
）
相
互
主
観
的

な
存
在
意
味
を
受
け
取
る
の
で
あ
る
」
。

Ms.CB、
lla、
q
t
d、
in:Steinbocl̂
、
A.
o`
p、cit.
、
p.303,304.

(39)
野
家
啓
一
『
言
語
行
為
の
現
象
学
』
一
八
四
頁
以
下
参
照
。

(40)
こ
の
構
造
は
す
で
に
同
じ
故
郷
世
界
の
内
部
で
も
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
同
じ
民
族
圏
の
内
部
で
故
郷
世
界
の
正
常
化
の
プ
ロ
セ
ス
に

相
対
的
な
区
別
が
あ
る
と
し
た
フ
ッ
サ
ー
ル
の
示
唆
（
ろ
心
2
1、
230£)
を
、
ス
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク
は
あ
る
故
郷
民
族
の
伝
統
を
表
す
優
位
な
物

語
に
対
抗
す
る
他
の
物
語
の
出
現
と
し
て
、
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
達
が
己
の
新
し
い
歴
史
お
よ
び
歴
史
的
過
去
を
、
そ
れ
に
先
立
つ
ユ
ダ
ヤ

教
の
過
去
に
お
け
る
あ
る
物
語
的
出
来
事
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
再
構
成
」
し
た
と
い
う
事
例
を
引
い
て
説
明
す
る
。
そ
こ
で
は
、
生

命
の
木
が
十
字
架
と
、
エ
デ
ン
の
園
が
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
と
、
ア
ダ
ム
と
モ
ー
ゼ
が
イ
エ
ス
と
等
値
さ
れ
る
と
い
っ
た
物
語
の
再
編
成
が
な
さ

れ
、
旧
約
聖
書
中
の
あ
る
詩
編
と
預
言
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
物
語
的
歴
史
に
と
っ
て
妥
当
す
る
も
の
、
そ
れ
を
予
期
す
る
も

の
と
し
て
選
択
（
な
い
し
排
除
）
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ
は
「
物
語
的
参
与
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
た
二
つ
の
競
合
す
る
世
代
的
に

濃
密
な
伝
統
を
持
つ
」
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

d
`
S
t
e
i
n
b
o
c
k、
A.
o`
p、
g.、p.215,218.

〔
付
記
〕

本
論
稿
は
、
関
西
哲
学
会
第
六
一
回
大
会
（
平
成
二

0
年
十
月
十
八
日
）
に
お
け
る
研
究
発
表
の
内
容
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
な

フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
ー

一
三
七



フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
世
代
生
産
性
」
概
念
の
射
程
ー
言
語
論
の
発
展
に
即
し
て
1

一
三
八

お
、
司
会
を
務
め
て
頂
い
た
同
志
社
大
学
の
工
藤
和
男
先
生
に
は
後
日
、
内
容
に
関
し
て
と
て
も
有
益
な
助
言
を
頂
戴
し
、
ま
た
本
学
の
木
岡

伸
夫
先
生
に
は
学
会
発
表
か
ら
本
論
文
提
出
へ
の
動
機
づ
け
を
与
え
て
頂
い
た
。
こ
の
湯
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。


